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編集方針
本学の大学概要は、組織や施設の基本データに加えて、国際統合報告評議会（IIRC）が示すフレームワークに準拠し、財務情報と
非財務情報（ビジョン、教育・研究・社会貢献の実績、特色ある取組・活動、価値創造プロセス等）を統合的に発信することで、
多様なステークホルダーの皆様に本学の現状や目指している方向性についてご理解いただき、本学の持続的な発展に向けた対話に
つなげることを目的としています。
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学長挨拶

少子化と人口減少が進む中、日本社会が発展を続け
る道筋が模索されています。海外へ目を向けると、ウ
クライナやガザ地区など国家・民族間の争いが絶え
ず、また、環境破壊や温暖化、災害の頻発・多様化など
地球規模で解決すべき課題も数多く存在します。一方
で、AIなどの新たなテクノロジーや学問の進歩は、人
類にとって希望であり、持続可能な社会への貢献が期
待されているところです。

千葉大学は、「つねに、より高きものをめざして」の理念
のもと、そのような時代や環境の変化に対応して課題
解決に貢献できる人材を育成し、地域社会はもとより、

「世界に冠たる千葉大学」として世界の中で輝き、輝
かしい未来を牽引し、選ばれる教育研究大学となるこ
とを目指しています。現在11学部、19大学院を有し、幅
広い教養と高度の専門性を修得できるアカデミア環
境を備えています。

教育面では、最高学府にふさわしい優れた学問を修め
る中で、高い知性と豊かな人間性を育み、グローバル
社会でリーダーとして活躍できる人材を養成していま
す。「千葉大学グローバル人材育成“ENGINE”」プラン
では、全員留学を必修化し、世界の視点から日本を視
る目を養います。

研究面では、2022年度に国際高等研究基幹を設置し、
学問の多様性を尊重しつつ、新たな領域の開拓につな
がる学術研究や、社会に変革をもたらす先端的研究を
推進するとともに、若手や中堅の研究者支援と人材育
成に力を注いでいます。また、学術研究・イノベーショ
ン推進機構（IMO）を中心に、社会実装に向けた産官
学連携を強力に推進しています。

2024年、千葉大学は創立75周年を迎えます。これから
も教育界、産業界、医療界などの各分野、行政や地域
の皆さまと密に連携し、社会に貢献し、信頼され、親し
まれ、誇りとされる存在でありたいと願います。その原動

力は「人」です。学生も教職
員も、誰もが自分らしさを追
求でき、人を豊かにする魅力
溢れる大学を、皆で力を合
わせて実現してまいります。

千葉大学の理念

千葉大学は、世界を先導する創造的な教育・研究活動

を通しての社会貢献を使命とし、生命のいっそうの輝

きをめざす未来志向型大学として、たゆみない挑戦を

続けます。

千葉大学の目標

私たち役員と教職員は、上記の理念のもと、自由・自立

の精神を堅持して、地球規模的な視点から常に社会と

かかわりあいを持ち、普遍的な教養（真善美）、専門的

な知識・技術・技能および高い問題解決能力をそなえ

た人材の育成、ならびに現代的課題に応える創造的、

独創的研究の展開によって、人類の平和と福祉ならび

に自然との共生に貢献します。

01 私たちは、学生が個々の能力を発揮して「学

ぶ喜び」を見いだし、鋭い知性と豊かな人間

性を育んでいく自律成長を支援するために、最高の教

育プログラムと環境を提供します。千葉大学は、学生と

私たちがともに学ぶ喜びを生きがいと感じ、ともに成

長していく知的共同体です。

02 私たちは、学生とともに、社会で生じるさま

ざまな問題の本質を、事実を踏まえて深く

考察し、公正かつ誠実な問題解決に資する成果を速や

かに提供して、社会と文化ならびに科学と技術の発展

に貢献します。

03 私たちは、総合大学としての多様性と学際

性を生かし、国内外の地域社会・民間・行

政・教育研究諸機関と連携して、領域横断的研究と社

会貢献を積極的に推進します。

04 私たちは、各人の個性・能力・意欲および自

主性が継続的に最大限発揮され、意欲ある

人材が積極的に登用される仕組みと環境を構築し、

時代の変化に応じて柔軟に大学を経営します。
国立大学法人 千葉大学長

01.1

"つねに、より高きものをめざして"

学長挨拶・千葉大学憲章

横手 幸太郎
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01.2ビジョン

01  理念

●　デジタル・トランスフォーメーション（DX）による戦略的な大学運営
●　個々の力を引き出し、協働体制で競争力を強化
●　誰もが生き生きと活躍できる多様性のあるアカデミア環境を構築
●　戦略的広報活動と社会資源の有効活用

●　高度な研究成果や優れた人材の育成を通じて社会の持続的
●　発展に貢献
●　卓越した知と人材の集積拠点として環境や地域社会に貢献
●　イノベーションの創出に向けた産学官連携の強化
●　世界をリードする千葉大学ブランドの定着

Chiba University Aspirations
Towards a world preeminent academic institution

World 
Leading 

Research

Global 
Education

Holistic
Governance

Social 
Engagement

国際頭脳循環の中核として世界最先端の研究を展開

世界に学び世界に貢献する人材の育成

運営基盤を強化し、持続的な発展を導く大学経営

社会に大きく貢献する千葉大学

●　学問の多様性を尊重し独創的な研究を推進
●　学際研究領域を開拓する世界水準の学術研究を推進
●　新たな価値を創造するイノベーティブな研究を推進
●　国際高等研究基幹による戦略的な研究教員組織を構築

●　世界をキャンパスに最先端を学修できる優れた教育環境を提供
●　グローバル社会のリーダーたる資質とチャレンジ精神を涵養
●　幅広い教養と豊かな知性とともに高度な専門性を錬磨
●　国際未来教育基幹の強化による最高水準の先進的教育基盤を
●　構築
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データで見る千葉大学

教育学
研究科

園芸学
研究科

看護学
研究科

人文
公共
学府

専門
法務
研究科

総合国際
学位

プログラム

融合
理工
学府

情報・データ
サイエンス学府

医学
薬学府9 大学院

25 共同施設 入学者数
（学部生）

11 学部 文 教育法政経 理 医 薬 看護工 情報・データ
サイエンス 園芸国際

教養

4 附属学校幼稚園 小学校 中学校
特別
支援
学校

13,788

学生数

850 附属病院

共同利用教育研究施設

医学部附属病院

125 図書館
万冊

約

本館 亥鼻分館 松戸分館
附属図書館 / アカデミック・リンク・センター

99 キャンパス
万㎡

約

西千葉亥鼻松戸柏の葉墨田

515 交流協定

床 / 病床数

人

20,713
新入院患者数（令和5年度）

人 933 予算規模
億円

収入支出

29
億円

約

令和6年度

国際交流協定数
令和6年5月1日現在

部局間交流協定大学間交流協定

287 228

2,074
修士・博士前期

教育組織

教員組織
人 1,180

大学院

博士・博士後期

人 126
専門職大学院

人

令和6年度一般選抜志願者数国立大学1位!2,411
人

11,553

入学
志願者数

人

3,648 学位
P.29-30

学位授与者数令和5年度3,549 学位 学位授与者数

科学研究費助成事業
令和5年度

令和6年5月1日現在 3,615 役職員数
人

10

役員

1,294

教員

2,311

教員以外の職員
974人
320人

8人
2人

男性
女性

682人
1,629人

人 人 人

特任研究員を含む

10,408

大学

学部

人

人

1,404件

62
億円

約

受託研究・共同研究
令和5年度

1,272件

理学
研究院

工学
研究院

情報学
研究院

国際学術
研究院

人文
科学
研究院

社会
科学
研究院

園芸学
研究院

薬学
研究院

看護学
研究院

医学
研究院10
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02  概要
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飛び入学受け入れ開始(日本初)
1998年

千葉大学
創立50周年

千葉大学
設置

コミュニケーションマークアカデミック・リンク・センター千葉医科大学

1968
理学部

文学部
1981

2016
国際教養学部

2024
情報・データサイエンス学部

教育学部
印旛官員
共立学舎

医学部
共立病院

薬学部
第一高等中学校医学部薬学科

1909
園芸学部

千葉県立園芸専門学校

1975
看護学部

1981
法政経学部

法経学部

1949

1872

1874

1890

工学部
東京高等工芸学校

1921
東京工業
専門学校

1944

県立
千葉医学校

1882
千葉病院
医学教場

1876

第一高等学校
医学部薬学科

1894

千葉医学
専門学校

医学科
1901

千葉県立
高等園芸学校

1914

第一高等中学校
医学部医学科

国立移管
1887

千葉医科大学
附属薬学

専門部
1923

千葉学校
1873

千葉女子
師範学校

1877

千葉県尋常師範学校
1886

千葉県師範学校
1898

千葉県実業
補習学校

教員養成所
1921

千葉県立
茂原農学校附属
農業教員養成科

1920

千葉師範学校
1874

人文学部
1968

文理学部
1950

学芸学部
1949

人文学部
1968

文理学部
1950

国立大学法人
千葉大学

2004

やよいの鐘 千葉大学マスコット

千葉大学
創立30周年

千葉大学
創立75周年

官立千葉師範学校

千葉農業専門学校 

千葉大学旗

1979 2022 20241999

創立30周年記念式開学式の様子

千葉大学学章

バンコクキャンパス設置

イングリッシュハウス設置環境ISO14001認証取得

柏の葉キャンパス設置
1991年

教育学部
150周年

理学部
50周年

工学部
100周年

医学部･病院
150周年

千葉大学グローバル人材育成「ENGINE」

198219791949194419211909

1923 1943 1960 2016

学芸学部
1949

千葉県立園芸専門学校 東京高等工芸学校
ニシ　　　イノ　　　マツ スミ

20202018201720162012

医学系総合研究棟

2021

千葉大学マスコットにスミが仲間入り

2023

墨田サテライトキャンパス設置

2021

医学部附属病院新中央診療棟

20202019

園芸学部
100周年

2009

2011

※図中の西暦は年度を表す。

2021

サンディエゴキャンパス設置
ベルリンキャンパス設置

沿革・歴代学長
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千葉県実業
補習学校

教員養成所
1921

千葉県立
茂原農学校附属
農業教員養成科

1920

千葉師範学校
1874

人文学部
1968

文理学部
1950

学芸学部
1949

人文学部
1968

文理学部
1950

国立大学法人
千葉大学

2004

やよいの鐘 千葉大学マスコット

千葉大学
創立30周年

千葉大学
創立75周年

官立千葉師範学校

千葉農業専門学校 

千葉大学旗

1979 2022 20241999

創立30周年記念式開学式の様子

千葉大学学章

バンコクキャンパス設置

イングリッシュハウス設置環境ISO14001認証取得

柏の葉キャンパス設置
1991年

教育学部
150周年

理学部
50周年

工学部
100周年

医学部･病院
150周年

千葉大学グローバル人材育成「ENGINE」

198219791949194419211909

1923 1943 1960 2016

学芸学部
1949

千葉県立園芸専門学校 東京高等工芸学校
ニシ　　　イノ　　　マツ スミ

20202018201720162012

医学系総合研究棟

2021

千葉大学マスコットにスミが仲間入り

2023

墨田サテライトキャンパス設置

2021

医学部附属病院新中央診療棟

20202019

園芸学部
100周年

2009

2011

※図中の西暦は年度を表す。

2021

サンディエゴキャンパス設置
ベルリンキャンパス設置

02.2歴代学長
初代 小 池 敬 事 昭24.05.31 ~ 昭32.05.31 第8代 井 出 源四郎 昭57.08.01 ~ 昭63.07.31

第2代 小 林 政 一 昭32.06.01 ~ 昭36.05.31 第9代 吉 田  亮 昭63.08.01 ~ 平06.07.31

第3代 荒 木 直 躬 昭36.06.01 ~ 昭37.01.30 第10代 丸 山 工 作 平06.08.01 ~ 平10.07.31

（事務取扱） 谷 川 久 治 昭37.01.30 ~ 昭37.03.01 第11代 磯 野 可 一 平10.08.01 ~ 平17.03.31

第4代 谷 川 久 治 昭37.03.02 ~ 昭43.03.01 第12代 古 在 豊 樹 平17.04.01 ~ 平20.03.31

第5代 川喜田 愛 郎 昭43.03.02 ~ 昭44.04.01 第13代 齋 藤 　 康 平20.04.01 ~ 平26.03.31

（事務取扱） 湊 顕 昭44.04.01 ~ 昭44.06.23 第14代 徳 久 剛 史 平26.04.01 ~ 令03.03.31

（事務取扱） 香 月 秀 雄 昭44.06.24 ~ 昭45.07.31 第15代 中 山 俊 憲 令03.04.01 ~ 令05.11.02

第6代 相 磯 和 嘉 昭45.08.01 ~ 昭51.07.31 （学長代行） 中 谷 晴 昭 令05.11.03 ~ 令06.03.31

第7代 香 月 秀 雄 昭51.08.01 ~ 昭57.07.31 第16代 横 手 幸太郎 令06.04.01 ~ 令06.00.00

02  概要



創立75周年記念事業

CHIBA UNIVERSITY 20248

ロゴマーク

千葉大学の全学生、教職員を対象にアンケート投票

を実施のうえ決定しました。75の数字は、学部カラー

を用いて構成されています。

年史

『千葉大学三十年史』（1980年）及び『千葉大学五十年

史』（1999年）に引き続く形で、『千葉大学七十五年史』

をWeb掲載版として作成することを予定しています。

また、記念行事等で配布できるように、写真等のビジュ

アルイメージを多用した読みやすい冊子媒体の75年史

別冊記念誌「CHIBA UNIVERSITY 75year 1949-2024」

の編集作業も進めています。

募金

75周年を記念する「大学独自の一大プロジェクト」と

して陸上グラウンド整備を計画しており、その資金を

記念募金として募っています。学生・卒業生・教職員が

一体となり、学生が豊かに伸び伸びと学部や学年を超

えて仲間たちとの交流を推進できるよう、快適な陸上

グラウンドの整備を目指すものです。

また、陸上グラウンドは、千葉市の広域避難場所にも

指定されており、学生が授業や課外活動で安心安全

に利用するだけでなく、防災機能強化の観点からも地

域住民の皆様の安全を確保してまいりたいと考えて

います。

千葉大学は、1949（昭和24）年に新制国立大学として戦前の7つの学校を母体に医学部・薬学部・学芸学部・園芸

学部・工芸学部の5学部から出発し、2024（令和6）年に創立75周年を迎えます。

創立75周年を迎えるに当たり、「千葉大学創立75周年記念事業」として記念行事の実施のほか、以下のような取

り組みを行っています。



千葉大学学章

昭和24年10月に学内

公募により『千葉大学

バッジ』として制定さ

れた、歴史や伝統を反

映した由緒あるこのマークを、平成25年4月に千葉大

学の学章として制定しました。デザインは故赤穴宏氏

（元千葉大学名誉教授）によるものです。 Chiba Dai-

gakuの頭文字「C」と「D」を組合せるとともに、千葉大

学の「千」を配して構成されたもので、輪郭は無限の

生命力を象徴する植物の種子を形どっています。左側

部分の暗紅色は情熱を、右側部分の白色は純粋を表

現しています。

千葉大学コミュニケーションマーク

国際教養学部の設置や、

全部局で世界最高水準

の教育研究を行う第三

群の大学として改革を

進 めていく本学の姿を

象徴するマークとして、

平成28年4月に制定しました。デザインは張 益準 准教

授（デザイン・リサーチ・インスティテュート）によるも

のです。シンボル部分は本学のビジョン「Global、Re-

search、Innovation、Branding、Synergy」の原動力と

なる『コミュニケーション』と、本学の長い歴史ととも

に歩んできた大学カラーの『ガーネット』をキーワード

としています。構成員一人ひとりが、様々な場面でこの

マークを使用することで、大学の一体感を強めるとと

もに、千葉大学ブランドを高めていきます。

千葉大学旗

昭和35年2月に学旗として

承認されたもので、学章と

同じ色彩が取り入れられ

ています。

千葉大学歌

昭和35年2月制定

勝 承夫 作詞　平井康三郎 作曲

大学ウェブサイトにて音源等を公開しています。

https://www.chiba-u.jp/general/outline/songflag/

index.html

やよいの鐘

千葉大学創立30周年記念事

業の一環として附属図書館本

館塔屋に設置され、昭和57年

3月に除幕式が行われました。

現在も西千葉キャンパスの附

属図書館L棟の屋上に設置さ

れています。鐘の上部にはラテン語で「つねに、より高

きものをめざして」を意味する“AD ALTIORA SEMPER”

の語が刻まれています。

千葉大学マスコット

千葉大学創立70周年記念事業をきっかけに誕生しま

した。デザインは張 益準 准教授（デザイン・リサーチ・

インスティテュート）によるものです。

マスコットの顔は各キャンパスの形になっていて、「ニ

シ」は西千葉キャンパス、「イノ」は亥鼻キャンパス、「マ

ツ」は松戸キャンパス、「スミ」は墨田サテライトキャン

パスの形をしています。

学章等 02.3

ニシ　　　　　　イノ　　　　　マツ　　　　　スミ

902  概要
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千葉大学の価値創造プロセス

つねに、より高きものをめざして

世界に冠たる千葉大学へ

▪ 事業活動
▪ ガバナンス体制​
▪ リスクマネジメント体制​

社会的ニーズ​
▪高度なグローバル人材の育成​
▪革新的イノベーションの創出​

資本・インプット

Chiba University 
Aspirations

World Leading Research
国際頭脳循環の中核として
世界最先端の研究を展開​

Global Education
世界に学び世界に貢献する
人材の育成​

Holistic Governance
運営基盤を強化し、
持続的な発展を導く大学経営​

Social Engagement
社会に大きく貢献する千葉大学

■ 財務資本​

▪令和5年度経常収益　838億円​

　運営費交付金収益(182)​​、学生納付金収益(98)、​

　附属病院収益(431)​​、外部資金(83)​​、

　機関補助金(34)​​、その他(11)​​

▪千葉大学基金​

■ 製造資本​

▪5キャンパス　約99万㎡​

   （西千葉、亥鼻、松戸、柏の葉、墨田）​

▪医学部附属病院　850病床数​

■ 知的資本​

▪19大学院​	 ▪11学部​

▪25共同利用教育研究施設​	 ▪4附属学校​	

▪附属図書館　約125万冊​	 ▪保有特許数　960件​

▪特色的な取組のノウハウ​（先進科学プログラム、環境ISO等）​

■人的資本​

▪役職員数　3,615人​

▪学生数　13,788人​

■社会・関係資本​

▪515国際交流協定​	 ▪18海外拠点​

■自然資本​

▪総エネルギー投入量　816,718GJ​

▪水資源投入量　446.83千㎥​

さらなる価値創造の基盤構築のための資本注入​

外的環境（経済状況、技術の変化、社会課題、環境問題）
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02  概要

持続可能な開発目標（SDGs）と
は、2015年9月の国連サミットで採
択された「持続可能な開発のため
の2030アジェンダ」にて記載された
2016年から2030年までの国際社会
共通の目標です。持続可能な世界を
実現するための17の目標で構成され
ています。千葉大学では、SDGｓの目
標それぞれを達成するための取組を
推進しています。​

​▪令和5年度経常費用　864億円​

	 教育経費(37)、研究経費(47)、​

	 診療経費(326)、受託研究費等(42)、​

	 教育研究支援経費(14)、人件費(372)、​

	 一般管理費(24)、その他(2)​

▪当期総損失　21億円

▪科研費等獲得件数　1,404件​

▪科研費等獲得額　2,905,764千円​

▪Top10%ジャーナル論文数　821本※​

▪国際共著論文数　2,821本※

	 ※　過去5年分実績​

▪新入院患者数　20,713人​

▪地元企業との包括的連携協定等を締結​

▪学生、金融機関、行政、地元事業者による環境保全活動​

▪共同研究受入件数　457件​

▪共同研究受入金額　1,324,305千円

▪受託研究受入件数　815件

▪受託研究受入金額　4,864,027千円

▪特許出願件数　145件

▪知的財産権等収入　47,079,616円

▪学位授与者数　3,549人
▪外国人学生数　1,773人​​
▪日本人学生の留学・派遣数　2,097人

▪外国人研究員の受入れ数 　553人​​

▪教職員の海外派遣者数　1,326人​​

▪入学志願者数（一般選抜）　11,553人(国立大学1位)

多様な財源による収益の獲得​

社会的ニーズに対応した​
高度な人材育成

世界レベルでの研究推進

研究成果に基づく革新的・持続的​
イノベーションの創出​
企業の幅広いニーズに合わせた​
共同研究の実施

地域への貢献

SDGsへの取組を推進アウトプット アウトカム
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研究推進 地域中核・特色ある研究大学強化促進事業
Program for Forming Japan's Peak Research Universities (J-PEAKS)

千葉大学は、文部科学省「地域中核・特色ある研究大
学強化促進事業（J-PEAKS）」において、10年間の経営
戦略である「研究力の向上戦略」及び同戦略実現に
向けた人材や研究基盤等の整備に係る5年間の「研
究力向上計画」を提案し、令和5年12月に採択されま
した。J-PEAKSは、地域の中核大学や研究の特定分野
に強みを持つ大学が、その強みや特色のある研究力
を核とした経営戦略の下、他大学との連携等を図りつ
つ、研究活動の国際展開や社会実装の加速等により
研究力強化を図る環境整備を支援することにより、我
が国全体の研究力の発展を牽引する研究大学群の形
成を推進することを目的としています。
大学改革そのものと言える幅広い取組が含まれる同戦
略及び計画を、効率的・効果的に遂行し、全学への横展
開、本学全体の中長期的な発展に繋げていくため、学
長のリーダーシップの下での全学的推進体制を実現する

「NEXT Decennium注1） 研究戦略推進本部」及び「NEXT 
Decennium 研究戦略推進会議」を令和6年5月1日に設
置し、大学ビジョンの実現に向けて取り組んでいます。
J-PEAKSの取組と併せて、令和5年4月に採択された

「地域中核・特色ある研究大学の連携による産学官
連携・共同研究の施設整備事業」により柏の葉キャン
パスに新しく整備される「千葉大学 Biohealth Open 
Innovation Hub」（令和6年度末竣工予定）の活用も
推進します。
注1）NEXT Decennium：「次の10年間」という意味

10年後の大学ビジョン

“世界に冠たる千葉大学へ”という高い目標に基づく
「10年後の大学ビジョン」として、“強みや特色ある研

究領域において、学び、研究し、イノベーションを創出
する場として、国内外の学生や研究者に選ばれる大
学”を掲げました。この大学ビジョン実現に向け、世界
的卓越性を追求し、千葉大学における強みや特色あ
る以下の研究領域を重点的に強化するとともに、イノ
ベーション創出を加速します。そして、それらの取組を
全学的に横展開し、本学全体の中長期的な発展を目
指します。

【強みや特色ある研究領域】
（ⅰ）免疫学・ワクチン学研究、（ⅱ）予防医学研究、
（ⅲ）地球観測ビッグデータ統合解析研究、（ⅳ）ニュ

ートリノが拓くマルチメッセンジャー天文学研究

主な具体的取組

〇データサイエンスコア（DSC）の設置
〇ヒト免疫疾患治療研究・開発センター（cCHID）の設置
〇次世代in vivo研究探索センター（cNIVR）の設置
〇�千葉大学を核としたイノベーション・エコシステム

の構築（本学出資の株式会社の設立等）
〇�研究者及び研究支援人材の育成やキャリアパスの

構築等
〇�以下の参画機関をはじめとする国内外の大学・研

究機関との連携の深化・拡大
（参画機関）東京大学、筑波大学、東京理科大学生命

医科学研究所、理化学研究所、量子科学技術研究開
発機構（QST）、Center for Mucosal Immunology, 
Allergy and Vaccine (cMAV) and Center for 
Microbiome Innovation (CMI), University of 
California, San Diego

研究戦略推進本部

議長 ：学長
メンバー：理事（教員人事・危機管理）、理事（研究）、理事（教育・国際）、理事（経営・基金）

事務局長・理事（総務・財務・施設）、副学長（地域中核）、副学長（イノベーション推進）

本部長：学長、 副本部長：副学長（地域中核）

千葉大学子会社
チーム

全学横断的取組
推進チーム研究戦略推進会議

データサイエンスコア
（ ）

ヒト免疫疾患治療
研究・開発センター

次世代 研究
探索センター

千葉大学

国内外の参画機関等

千葉大学子会社参画 連携

連携

社会
実装活用

全学体制
で推進

経営モニ
タリング等

03.1
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ビジョン「安心で体に優しい粘膜ワクチンが命と生活を守る」 
ミッション「痛みと不安がない粘膜ワクチンの創出」

cSIMVa：シーシンバ（拠点長・清野宏）は、令和3年6月
に閣議決定された「ワクチン開発・生産体制強化戦
略」に基づき、日本医療研究開発機構 先進的研究開
発戦略センター（AMED SCARDA）が主導する「ワクチ
ン開発のための世界トップレベル研究開発拠点の形
成事業」のシナジー拠点として、令和4年10月に設立
されました。持続可能な粘膜ワクチン開発を推進する
ために、国内の6研究機関と13企業とで包括的な連携
協定を締結し、さらにカリフォルニア大学サンディエゴ
校、ラ・ホヤ免疫学研究所およびガーナ国立ワクチン
研究所との国際的な開発体制を整え、有効かつ安全・
安心な粘膜ワクチンの実用化を目指しています。

粘膜ワクチン研究開発体制

現在主流の注射型ワクチンは、血清IgG抗体の産生に
より体内に免疫を誘導し、疾病の発症や重症化を予
防しますが、病原体の侵入を防ぎ、感染そのものを阻
止することはできません。また、接種時の痛みや腫れ、
発熱などの副反応に加え、医療従事者や医療機関の
確保なども課題となっています。一方、本拠点が研究
開発を進める粘膜ワクチンは、粘膜免疫抗体（分泌型
IgA抗体）と血清IgG抗体の両方を誘導することで、粘
膜面での病原体侵入を防ぎ、「感染阻止」と「重症化回
避」の2つの効果を併せ持つ「真の意味での予防ワク
チン」となることが期待されています（図1）。

特に、呼吸器感染症をターゲットとした噴霧型経鼻ワ
クチンや、腸管感染症予防のための舌下型や飲用型
経口ワクチンを中心に研究開発を進めています。これ
らの粘膜ワクチンは自己接種も可能であるため、医療
資源の負担を軽減し、迅速かつ大規模なワクチン接

種体制の構築に貢献できると考えられます。cSIMVaで
は、所属する研究者を「統合的循環型三層戦略的研
究計画（iTSP）」に配置し、ボトムアップによるシーズ探
索から実用化に向かうシームレスな出口戦略を推進
しています（図2）。iTSPは三層で構成されていますが、
各層が連携してその課題解決を行っています。
①�知識基盤：ヒト粘膜免疫の理解に向けたその誘導

機序および免疫記憶維持メカニズムの解明
②�技術基盤：AI・データサイエンスなどを駆使したワク

チン抗原やアジュバントの最適化による粘膜ワクチ
ン候補の開発

③�技術統合：開発された粘膜ワクチン・アジュバント
候補のヒトPOC（有効性の確認）と治験の推進

次世代を担う人材育成

令和5年度、大学院医学薬学府先端医学薬学専攻内
に新設された「ワクチン学・感染症学コース」に協力
し、cSIMVaのPIが講師を務めました。本コースでは、ワ
クチン学専門人材の育成を目指し、免疫学・感染症学
だけでなく、医療経済学、統計学、臨床試験学、AI創薬
学、医療データサイエンス医科学など、幅広い分野を
横断的に学修します。さらに、ワクチン開発におけるイ
ノベーション促進・異分野融合や大胆な発想の研究
を支援するために、千葉大学内の若手教員、ポスドク、
大学院生、技術職員など幅広い層を対象に、研究グラ
ント「cSIMVaワクチンチャレンジ」を創設しました。ま
た令和6年度から、中高生・大学生を対象に粘膜免疫
学・粘膜ワクチン学に対する理解を深めることを目的
とした体験実習の受け入れを開始しました。今後もこ
れらのプログラムを継続・発展させ、ワクチンイノベー
ションの推進、グローバルで多様なワクチン人材の輩
出に貢献します。

研究推進　　未来粘膜ワクチン研究開発シナジー拠点

図1　粘膜免疫システムを駆使したワクチン開発戦略

図2　統合的循環型三層戦略的研究計画（iTSP）
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研究推進　　国際高等研究基幹 （IAAR）

学際的先端研究及び価値を創造するイノベーション
研究拠点

千葉大学では、令和3年7月に千葉大学ビジョンを策
定し、研究については国際頭脳循環の中核として世界
最先端の研究を展開することを目的とし、以下の4つ
の戦略を掲げています。
1. 学問の多様性を尊重し独創的な研究を推進
2. 学際研究領域を開拓する世界水準の学術研究を推進
3. 新たな価値を創造するイノベーティブな研究を推進
4. 国際高等研究基幹による戦略的な研究教員組織を構築

第4期中期目標・計画期間（令和4～9年度）では、上述
の千葉大学ビジョンに基づき、学際的先端研究及び
価値を創造するイノベーション研究の拠点として、国
際高等研究基幹（Institute for Advanced Academic 
Research: IAAR）を設置しました。
IAARでは世界最先端の研究を展開することを目的と
して、それぞれの分野において世界と伍する先鋭的研
究を戦略的に取り上げ支援します。併せて、研究の進
展を通じて、中堅・若手研究者の育成を行います。

「千葉大学若手研究者キャリアアップ支援制度」の
整備・充実

IAARではこれまで支援してきた中堅・若手研究者の
さらなる飛躍を支えるべく、引き続き研究環境の整備
を行っています。下図のような、本学独自の支援と外
部機関プログラムとを有機的に組み合わせた若手研
究者キャリアアップ支援制度の整備・充実を図り、キャ
リアパスを可視化するとともにシームレスな支援を行
っています。独自の支援である、「若手研究者スタート
支援」は、優秀な博士前期課程等の学生を対象に、早
期に学修と研究活動に専念できる環境を作れるよう、
生活費を支給するプログラムです。また、博士後期課

程を支援するJST「次世代研究者挑戦的研究プログラ
ム」の修了者などを対象とした教員公募により、優秀
な若手研究者を特任助教として採用したり、将来有望
な研究者をテニュアトラック准教授として採用してい
ます。さらに業績を挙げた研究者にはIAAR所属のテ
ニュア研究者、ゆくゆくは研究支援プログラムで支援
する研究計画や外部の大型競争的資金等の推進リー
ダーとなり、中堅・若手研究者を雇用できる循環シス
テムを構築しています。このようなキャリアパスを可視
化し、研究者を育成・支援しています。

研究支援プログラム

IAARは、学問の多様性を尊重し、学際領域の開拓並
びに新たな価値を創造するイノベーション創出を推進
します。社会・経済の発展を妨げる課題を解決するた
めに、当該分野で飛躍的な研究の進展が期待される
研究プロジェクトを支援しています。本プログラムは、
千葉大学に所属する研究者が推進する研究を加速・
充実させ、大型研究費の獲得や研究拠点の形成を目
指すことを目的としています。

01 学際的先端研究支援プログラム
学理・真理を探究し新たな研究領域の開拓を目指す
意欲的な研究課題及び基盤的研究の向上に貢献す
るプログラムを支援します。

02 社会価値創造研究支援プログラム
研究活動によって生まれた成果の社会実装を通じて、
新たな未来社会の社会変革をもたらすことを目指す意
欲的な研究課題を支援します。これらの課題には、プロ
グラムの推進過程における関連要素技術・装置開発及
び社会提言の基盤となる理論構築も含まれ、研究成果
に基づく新たな社会価値の創出が期待されます。

•

•
•

•

•
•
•

•
•
•
•

•
•
•

•

•
•
•
•

•

•

•
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学際的先端研究支援プログラム（トップリーダー型）

〇 �衛星ビッグデータとデータサイエンスの統合による
地球環境・災害予測研究の新展開
国際高等研究基幹　教授　小槻 峻司

衛星観測ビッグデータを、深層学習を始めとするデー

タサイエンス技術により統合し、気象環境・災害予測

研究の抜本的深化を図る。具体的には、先端AI技術

開発により地球観測衛星分野におけるAI拠点の地位

を確立すると共に、静止衛星群を統合する独自の陸

域生態系監視プロダクトを開発し、静止衛星データ

統合研究の国際拠点形成を目指す。更に、膨大な静

止衛星データを活用した新しいデータ駆動型降水予

測を開発し千葉大発・AI天気予報を実現すると共に、

気象制御に向けた挑戦的研究を展開する。

〇 �ニュートリノが拓くマルチメッセンジャー天文学
研究拠点形成
ハドロン宇宙国際研究センター　教授　吉田 滋

ニュートリノ観測能力の大幅な向上を図ると共に、伝

統的な電磁波観測（可視光・近赤外・電波望遠鏡によ

る観測）と、ニュートリノとの複合観測を行う新しいア

プローチとして、複数の（=マルチ）宇宙からの使者（=

メッセンジャー）の観測とデータ解析を行うという意

味でマルチメッセンジャー天文学を確立する。本手法

を駆使してハドロン宇宙国際研究センターの世界的

な中核研究機関としての飛躍を目指す。

学際的先端研究支援プログラム（次世代展開型）

〇 �千葉ハロゲン科学：ハロゲンで繋ぐ分子機能
理学研究院　教授　荒井 孝義

千葉が生産するヨウ素の特性を活かし、診断と治療を

同期させるような機能性ハロゲン分子の創製を学際

的先端研究として推進する。

〇 �網羅的エピゲノム情報と多階層解析による
疾患エピゲノム研究開発拠点
医学研究院　教授　金田 篤志

細胞の運命制御を担うゲノム修飾に対し環境や周囲

の細胞がもたらす異常と、それが原因となる疾患の本

態を解明する。
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〇 �高速計算によるホログラフィック映像処理・情報処理
工学研究院　教授　下馬場 朋禄

光波の計算の高

速 化のた めのア

ルゴリズムおよび

計算ハードウェア

の開発、ホログラ

フィックな映像処

理・情報処理に関する研究を

展開する。

〇 �自己組織化メゾテクノロジー
国際高等研究基幹　教授　矢貝 史樹

分子自己組織化によってメゾマテリアルを創出し、

タンパク質等の微小物質の操作を可能にする技術

「メゾテクノロジー」を世界に先駆けて展開する。

〇 �有機半導体の新規電子物性発現を目指した電荷
－フォノン相互作用の解明
工学研究院　教授　吉田 弘幸

有 機 半 導 体 の 電 荷 

―フォノン相互作用

を 独 自 手 法 で 解 明

し、従 来の限 界を超

えた有機半導体設計

指針を提案する。

〇 �2型自然リンパ球の多様性と臓器特性から切り開く
新たな糖尿病分子基盤と創薬への応用
医学研究院　教授　田中 知明

転写複合体ネットワークから捉える免疫－代謝連関

の新しい制御メカニズムと、それに基づく新たな創薬

シーズの開発を目指す。

〇 �体液プロテオスタシスの分子病態解明
理学研究院　准教授　板倉 英祐

新規細胞外タンパク質分解経路CREDシステムの研究

から未開拓分野の発展に挑戦、体液内プロテオスタシ

スの研 究 領 域 を

確立し、独創的な

新規疾患治療法

創出を目指す。

〇 �T細胞を中心とした抗腫瘍免疫応答の
包括的理解とその治療戦略基盤の創生
医学研究院　教授　木村 元子

腫 瘍 に対する免

疫応答の包括的

理 解 を目 指すと

ともに将 来 的 な

治療応用へ向け

た研 究 基 盤を創

生する。

〇 �大規模革新的シミュレーションによる
宇宙天体形成史の統一的解明
情報戦略機構　准教授　石山 智明

「富岳」スーパーコン

ピュータなどを用い

て大規模革新的シミ

ュレーションを行い、

宇宙の天体の形成・

進化史を統一的に解

明する。
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社会価値創造研究支援プログラム（次世代展開型）

〇 �公正社会研究の新展開
－ポストコロナ時代の価値意識と公共的ビジョン
社会科学研究院　教授　水島 治郎

「社会的公正」を理論的・実証的に提示し、社会的な分

断と疎外を克服すべく社会提言や発信を展開する。本

学の人文社会系を代表する学術拠点の構築を目指す。

〇 �膜タンパク質を標的としたアカデミア創薬を
加速する革新的基盤技術の確立
理学研究院　教授　村田 武士

「膜たんぱく質を標的としたアカデミア創薬」の加

速を目的に、開発技術を高度化するとともに、最新の

量子技術を融合した新規基盤技術を開発する。

〇 �宇宙・極限環境等における長期居住のための
食料生産・資源循環システムの構築
園芸学研究院　教授　華岡 光正

宇宙空間での生活を想定し、園芸技術を応用した、人

類の安全かつ持続的な活動を可能とする資源循環型

の食料生産システムの研究開発を行う。

〇 �免疫関連疾患治療効果を示す
抗糖鎖モノクローナル抗体の開発
薬学研究院　教授　川島 博人

免疫関連疾患治療効果を示す抗糖鎖モノクローナル

抗体を開発し、大学発創薬の実現に向けた基盤を確

立する。

社会価値創造研究支援プログラム（トップリーダー型）

〇 �未来粘膜ワクチン・アレルギー治療学国際研究拠点
における粘膜ワクチン・免疫療法開発
医学研究院　教授　中島 裕史

喘息やアレルギー性鼻炎などのアレルギー疾患や

新型コロナウイルス感染症などの多様な呼吸器感

染症を標的とする粘膜ワクチン・免疫療法開発の

礎となる基盤研究を推進する。

その成果をもとにアレルギー疾患に対する新規粘

膜免疫療法を確立し、また感染症に対しては病原

体の侵入門戸である粘膜からの感染阻止が期待で

きる次世代型粘膜ワクチンを未来粘膜ワクチン研

究開発シナジー拠点(cSIMVa)と共に開発し、臨床

応用・社会実装を目指す。
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〇 �高周波パワーエレクトロニクスが切り拓く
ワイヤレス給電革新
情報学研究院　教授　関屋 大雄

無線給電システムに

おける課 題 、「負 荷

変動」と「位置ずれ」

に対して制御システ

ムなしに一定出力と

高効率を達成する高

周波多出力ワイヤレ

ス給電システムの研

究開発に取り組む。

〇 �電気トモグラフィと機械学習との融合による
医療・創薬可視化機器イノベーション
工学研究院　教授　武居 昌宏

電気トモグラフィ

技術を医療・看

護・創薬などに

展 開し、臨 床・

薬剤試験により

有 効 性 を実 証

することを目的

とする。

〇 �移民難民の社会統合に向けた参加型
アクションリサーチ：教育と福祉を中心に
社会科学研究院　教授　小川 玲子

移民コミュニティ

と地 域の双 方 向

の 参 加 による多

文化共生社会の

実現を目指す。

〇 �気候変動時代に応える
レジリエント・ランドスケープ学の創造
園芸学研究院　教授　秋田 典子

日本の国立大学唯一のランドスケープ学専攻を持つ

千葉大学がイニシアチブを取り、気候変動時代のレジ

リエントな空間像

という新 た な 社

会価値の創造に

取り組む。

〇 �AI Nursingの開発と社会実装のための
Ethical Platform構築
看護学研究院　教授　諏訪 さゆり

人工知能（AI）技術が高齢者とケア提供者に活用され

最適なケア実践に役立つよう知識基盤を開発し、

その社会実装

のための

Ethical

Platformを

構築する。

〇 �超音波病理学の創生と
非侵襲マルチスケール定量診断法の確立
フロンティア医工学センター　教授　山口 匡

生体組織の性状と音響特性・機械特性・生化学特性

などを関連付けた「超音波病理学を創生」し、「人体に

無害な定量診断」を実現する。

〇 �認知行動療法を活用した
デジタルヘルスケア技術の開発と有効性検証
子どものこころの発達教育研究センター　教授　清水 栄司

睡眠、うつ、不安、疼痛、摂食、発達特性等の幅広い

心身の健康問題

の 解 決 の た め 、

認知行動療法を

活用したデジタル

ヘルスケア技 術

を開発し、社会実

装につなげる。

〇 市民と共に学生が学びあう
災害シチズンサイエンス教育プログラムの社会実装
看護学研究院　准教授　石橋 みゆき

「みまもりあいアプリ」を用いた教育プログラムの

実証と普及により、災害につよい人とまちをつくる

持 続 可 能 な

社会システム

を実装する。
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イノベーション創出のための全学的活動拠点

世 界 規 模で社

会が激しく変化

する中で、社会

価値創出を持続的に実現していくためには、大学が国

際頭脳循環の中核として最先端の研究を弛まず展開

し、その成果に基づいた科学技術の進展、そしてその

活用によるイノベーション創出が不可欠です。また、イ

ノベーション創出の主体者としてのスタートアップの

創出支援、その担い手たるアントレプレナーの養成が

益々求められています。千葉大学ではこのような変化

する社会の要請にこたえるために、IMOを中心に研究

活動の各フェーズに応じた支援を強化しています。

イノベーション・エコシステムの創出を目指して

IMOはこれまで千葉大学の研究推進・産学官金連携

を担ってきた学術研究推進機構の機能と役割をさら

に発展させ、基盤となる研究力を一層強化するため

の支援に加えて、研究成果の社会実装を通じたイノベ

ーション創出に必要な機能をワンルーフに集約した組

織です。

専門人材となるURAの配置やイノベーション創出のた

めの機能別に整理・強化された組織により、研究から

社会実装までの一気通貫の活動を展開し、イノベーシ

ョン・エコシステムの創出に貢献します。研究力強化の

ための支援の1つとして、科学研究費補助金申請のサ

ポートプログラムを企画・実施し、採択件数・金額の増

加など、本学の研究力の向上に貢献しています。また、

知財の活用や産学連携機能の強化として、イノベーシ

ョンパートナー制度を新設しました。会員企業と千葉

大学は産官学金連携を通じて協働し、イノベーション

創出を目指します。令和5年度には会員企業との協働

から共同研究講座・部門の設置に至る事例も出るな

ど、イノベーション創出活動が深化してきています。

インフォグラフィック等を活用した技術移転活動

千 葉 大 学 の 研 究 活 動 を社 会 実 装 につ な げるた

め、IMO知財・技術移転部ではIMO産学官連携推進部

と協力して定期的に相談会を実施し、発明発掘を進

めています。さらに、IMO研究広報チームが作成した、

研究成果を絵で解説するインフォグラフィックや研究

オウンドメディア‘CHIBADAI NEXT'を活用し、大企業か

ら中小企業まで幅広く連携し、研究シーズからの社会

実装に取り組んでいます。

https://imo.chiba-u.jp/

研究推進　　学術研究・イノベーション推進機構（IMO）

（図3）インフォグラフィックの例

（図1）研究シーズから社会実装までの段階に応じた支援体制

（図2）イノベーション・エコシステムの図

03  特色
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研究推進　　スタートアップ・ラボ

スタートアップ・ラボの新設

千葉大学は令和2年にイノベーション創出の拠点とし
てIMOを整備し、さらに令和5年には「スタートアップ
支援」と「アントレプレナーシップ教育」の機能強化を
目的として「スタートアップ・ラボ」を新設しました。こ
れにより全学横断的なイノベーション創出活動の益
々の発展が期待されています。

スタートアップ支援

11学部19大学院のすべての研究領域を対象としてス
タートアップ支援を実施しています。

・スタートアップ相談
千葉大学の学生、研究者からスタートアップ創出に関
する相談をいつでも受け付けています。研究成果の事
業化に悩まれている、あるいは具体的なプランをお持
ちで話を聞いてほしい、スタートアップに関係する方で
あればいつでも歓迎しています。また、既に起業してい
る千葉大学関連スタートアップはもとより、これから関
係を構築したい（共同研究、特許ライセンス等を千葉大
学と検討している）スタートアップについても、ご相談を
受け付けています。お気軽にお問い合わせください。

・千葉大学独自のGAPファンドプログラムの運営
千葉大学の研究者・大学院生を対象としたGAPファン
ドプログラム「なのははコンペ」を実施しています。令
和5年度で21回目の開催となり、採択者には事業化に
向けた研究成果の事業化資金（GAPファンド）を提供
しています。仮説検証のためのデータ取得（実験結果、
計算結果）、試作品製作、ビジネスモデルのブラッシュ
アップ等を進めるための費用等を助成します。また助
成期間中にスタートアップ・ラボが監修するアクセラ
レーションプログラムを受講することができます。

・学生スタートアップ支援事業
起業に関心のある千葉大学の学生を対象として、大
学の枠やエリアを越えた活動の場を提供しています。
アントレプレナーシップを涵養（かんよう）するととも

に、将来的な千葉大学発スタートアップ創出につなが
ることを期待しています。

アントレプレナーシップ教育

・4つのアントレプレナーシップ教育講義
大学院生向けにアントレプレナーシップ教育講義を開
講しています。座学の「スタートアップ概論A」、「スター
トアップ概論B」、演習科目である「スタートアップ・ト
レーニングⅠ」、「スタートアップ・トレーニングⅡ」の4
つの科目を開講しています。

・高校生起業体験プログラム「TOKKA」

起業体験プログラム「TOKKA（トッカ）」は、千葉県に在
学・在住する高校生が、ビジネスの立ち上げを経験でき
る、体験型の教育プログラムです。高校生には活動経費
の支給と、社会人メンターの支援が提供されます。県内
の地域課題や高校生ならではの視点で発掘した課題
を解決するサービスや試作品の作成が行われました（
令和5年度）。その他に、千葉県と連携してアントレプレ
ナーシップ教材の開発や近隣の小中高等学校と連携
した授業実践を行っています。スタートアップ・ラボは地
域と共に、若年層向けアントレプレナーシップ教育に取
り組んでいます。（これらの取り組みは文部科学省・JST
のアントレプレナーシップ教育の機会を高校生等へと
拡大させる事業「EDGE-PRIME Initiative」の一環として
実施されています。）

千葉大スタートアップ・ラボ　ホームページ

なのはなコンペと学生スタートアップ支援事業の合同報告会
（DemoDay 2024）の様子

地域金融機関のご支援のもと実施しています。
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全員留学

・多様なプログラムを全学および部局で設置
・語学留学・異文化学習から専門研究留学まで

ENGINE サポート

・2020 年度入学者から、初回の留学（本学が
認めたものに限る）渡航費とプログラム授
業料の一部を支援

語学力・ディベート力の向上

ICTを
活用した多方向
個別学習システム

スマートオフィス設置
メディア授業の質向上
教育学修支援の充実

外国人教員
配置

イングリッシュ・
コミュニケーション拡充
学部一大学院継続受講

英語による専門科目を開設

全員留学

留学のための
経済的支援制度

卒業・修了までに
1回の海外留学

千葉大学は、国際教養学部を中心に成果を上げてきて

いる千葉大学のグローバル人材育成戦略を更に拡大

展開するプランである「千葉大学グローバル人材育成 

“ENGINE”（Enhanced Network for Global Innovative 

Education）」を策定し、2020年度から新たに実施して

います。このENGINEの推進により、発信力・自己表現

力・コミュニケーション力を備えた世界で活躍する人

材を育成します。

ENGINEの取組

ENGINEでは、“学部・大学院生の全員留学”を目指し

て、留学プログラムや留学支援体制を強化するととも

に、外国人教員の増員等による教育改革や留学中で

も科目履修が継続出来る教育環境整備等を行います。

具体的には、次の取組を行います。

01 海外留学環境の充実

国際的な感覚を身に付けることを主な目的とし、学部

学生・大学院生ともに、留学を必修化します。

留学目的や語学力に合わせた多様なプログラムを全学

及び部局で設置するとともに、留学支援体制を強化し、

プログラム実施を支援します。

02グローバル教育の充実

世界のコミュニケーションツールである英語を、多角的

に学べる環境を提供します。

なお、リーディングとライティングは、論文レベルの授業

を開講し、リスニングとスピーキングは、イングリッシュ・

コミュニケーションを拡充し、実践型教育を実施します。

03スマートラーニングの実践

eラーニングを活用した教育システムである「スマート

ラーニング」により、いつでもどこでも学べる環境の整

備を行います。

教育・グローバル　　千葉大学グローバル人材育成 -ENGINE- 03.2
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千葉大学では、総合大学として人文社会科学・自然科

学・生命科学のあらゆる専門分野の教育研究が行わ

れている強みを生かし、普遍教育科目や学部開放科

目等において、所属学部によらず多様な分野の授業

科目を履修することができる履修体系をとっています。

このほかにも、豊富なリソースを活用し、学部の垣根

を越えて、現代的なイシュー（課題）について体系的か

つ学際的に学ぶことができるタイプの履修プログラム

を、学部生が履修できるような副専攻やバンチプログ

ラムとして提供しています。さらに、履修により身に付

けた知識・スキルを電子的に証明する仕組み（オープ

ンバッジ）も合わせて整備を進めています。

全学副専攻プログラム

所属学部での学びに加えて、自分の興味関心のある

分野について、体系的に学ぶことができるプログラム

です。修了（取得）要件を満たした場合には、要件に応

じて修了証書もしくは履修証明書が発行されます（要 

件はプログラムごとに異なります）。また、オープン 

バッジによるデジタル証明書の発行も行っています。

国際日本学

グローバル社会で活躍するための素養を身

につけることを目的とした全学副専攻プログラムで

す。普遍教育科目および専門教育科目を横断して構

成されています。主専攻である学部・大学院での専門

性をもちながら国際日本学の指定科目を所定の修了

要件に基づいて履修することで、日本文化や異文化へ

の理解を深め、将来、グローバル人材として活躍する

ために必要となる知識や技能、経験をバランスよく身

につけることができます。

ローカル・イノベーション学

学生の皆さんの主専攻である各学部での

専門性を持ちながら、地域産業・イノベーションや地

域・コミュニティに関する幅広い教養と、地域再生の知

識、実践力を身に付ける全学副専攻プログラムです。

学生の皆さんが、NPOや大学、自治体、企業などの立

場から地域産業をイノベーションしたり、地域再生の

ために活躍できる人材となることを目指しています。

数理・データサイエンス教育プログラム

数理・データサイエンスに関する基礎的な

教養をベースに、各学部における専門的な数理・デー

タサイエンスを極めることにより、数理・データサイエ

ンスに係る知識を活用し、社会の問題を解決できる人

材を育成します。「データサイエンティストコース」「デ

ータエンジニアコース」「データアナリストコース」の3

コース及び各コースの内容を横断する「数理・データ

サイエンス教育プログラム」を設けています。

環境サステナビリティ実践学

環境に関する知識やマインドを涵養し、持

続可能な社会の推進に貢献することができる「環境課

題解決人材」を育成することを目的とした全学副専攻

プログラムです。環境課題解決人材として活躍するた

めに必要な「環境に関する課題を発見する力」「課題

解決のための立案力」「解決策を実行するための実践

力」を培い、人類や社会が直面する環境に関する課題

の解決に向けて、主体的に行動できる人材となること

を目指しています。

バンチプログラム

イシューについて体系的に学修できるよう授業科目

を組み合わせているほか、小さなまとまり（6-10単位

程度）とすることでより学びやすい仕組みとしたもので

す。各プログラムの要件を満たした場合には、オープン

バッジが発行されます。今後もイシューに基づいたプ

ログラムを追加していきます。

国際日本学

地域づくり

地域イノベーション

地域実践

数理・データサイエンス・AI基礎コア

環境サステナビリティ実践学

日本語学習支援実践プログラム

教育・グローバル　　全学副専攻プログラム・バンチプログラム
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教育・グローバル　　海外拠点・交流協定校

CHIBA UNIVERSITY 202424

C

C

C

ICRC

ICRC

IEC

IEC

IEC

IEC

IEC

IEC

IEC

IEC

IEC

O

O

O

O

国際交流協定数

大学間交流協定　　287件

部局間交流協定　　228件

サンディエゴ ・キャンパス
（カリフォルニア大学サンディエゴ校）　
「国際粘膜免疫・アレルギー治療学研究拠点形成

事業」の米国拠点として設置されました。このサン
ディエゴ研究センターと、亥鼻キャンパスに設置した
千葉研究センターを中心に世界最先端の国際共同
研究やグローバル人材の育成を推進しています。

バンコク・キャンパス
（キングモンクット工科大学トンブリ校）

日本－タイ初のソーシャル・デザイン共同研究機関
としてキングモンクット工科大学トンブリ校に設置し
たソーシャル・デザイン・インスティテュート（SDI）を
中心に、ソーシャル・デザインの学際的な実践教育・
研究の拠点として機能しています。

ベルリン・キャンパス
（シャリテ・ベルリン医科大学）
「スーパーグローバル大学創成支援事業」の一環と
して、シャリテ・ベルリン医科大学内に設置されまし
た。本学の公衆衛生やグローバルヘルスなど、医学
分野を中心とした教育・研究活動を展開し、本学欧
州拠点として交流を行っています。

千葉大学・上海交通大学国際共同研究センター
（ＩＣＲＣ）

千葉大学と上海交通大学両キャンパスに設置され、
両大学から教職員及び大学院生を結集して、大学間
学術交流、先端的・先導的な学術研究、産学連携に
よる研究開発及び有能な若手研究人材を育成する
とともに、学術研究の国際交流を促進しています。

戦略的海外拠点の形成とグローバル・キャンパス推進基幹の設置

千葉大学は、世界を先導する教育・研究を促進する大学－グローバル・キャンパス－を目指し、戦略的な拠点形成を
推進しています。これらの拠点を統括してマネージメントする「グローバル・キャンパス推進基幹」を学長直轄の運営
組織として創設し、学長の強いリーダーシップの下で本学のグローバル戦略に基づき管理・利活用する体制を構築し
ています。

C 海外キャンパス

キングモンクット工科大学トンブリ校（タイ）
カリフォルニア大学サンディエゴ校（アメリカ）
シャリテ・ベルリン医科大学（ドイツ）

海外オフィスO

上海市（中国）
北京市（中国）
ホーチミン市（ベトナム）
シャリテ・ベルリン医科大学（ドイツ）

IEC （国際交流センター）IEC

インドネシア大学（インドネシア）
マヒドン大学（タイ）
上海交通大学（中国）
浙江大学（中国）
シンシナティ大学（アメリカ）
モンテレイ大学（メキシコ）
シャリテ・ベルリン医科大学（ドイツ）
セイナヨキ応用科学大学（フィンランド）
ロシア人文大学（ロシア）

ICRC （国際共同研究センター）ICRC

上海交通大学（中国）
キングモンクット工科大学トンブリ校（タイ）

協定校一覧は
大学HPへ



2503  特色

世界展開力強化事業とは

大学の世界展開力強化事業は、国際的に活躍できるグロ
ーバル人材の育成と大学教育のグローバル展開力の強
化を目指し、高等教育の質の保証を図りながら、日本人
学生の海外留学と外国人学生の戦略的受入を行うアジ
ア・米国・欧州の大学との国際教育連携の取組を支援す
ることを目的として、文部科学省において平成23年度か
ら開始された事業です。

01「未来人材」育成に向けた新教育プラットフォームBlended Mobility Project（BMX）で生み出す
「Society5.0人材」の育成とそのインフラの創出

2018年度より本格的に導入したCOILと
呼ばれるオンライン国際協働学習を発
展させ、国内連携大学（関西大学・東北

大学）と米国の大学と共に、Soceity5.0社会で活躍する
人材育成を目的に新しい国際教育を創りはじめました。
デジタル化・オンライン化した教育と渡航留学活動とを
有機的に組み合わせた共修教育が特徴で、異なる言語、
多様な背景を持つ人々と共通の課題に向き合い、共に学
び、共に成長するプログラムです。

02何ができる？チームで体験し考えようUHC
グローバル地域ケアIPEプラス（Global & Regional 
Interprofessional Education Plus Program GRIP）

日・印・英・豪という異なる社会課題を抱え
る国の大学と連携し、お互いの国で課題を
抱える地域や支援者を訪問します。学部・研

究科混成のチームを編成し、異なる視点からSDGsの開
発目標３「すべての人に健康と福祉を」の実現に向けた
解決策の共創を目指します。
事業支援期間：令和 4～8 年度 

03自身の研究プロジェクトをバックパックに
詰め込み、海外に飛び立とう！
ソーシャル・デザイン・イニシアティブ

（SDI-A：Social Design Initiative in Asia）
貧困･格差･過疎化･高齢化といった世
界が抱える「厄介な社会問題（Wicked 
Problem）」を課題とし、複数地域でその

課題に取り組む巡廻型実習プログラムです。課題を何度も
繰り返しその社会に相応しい解を導き出す、高度かつ反復
型デザイン思考で、ソーシャル・デザイナーを育成します。
事業支援期間：令和3～7年度

世界展開力強化事業が前身となったプログラム

04新たな学びを実現し、専攻を自ら創造できる
人材を育成
COIL※を使用した日米ユニーク・プログラム（JUSU）

千葉大学と米国4大学の特色や強
みを活かしたユニークな分野で、オ
ンラインを活用しながら、アクティブ

ラーニング型講義を展開します。日米の学生が各専門分野
を教え合う双方向協働教育を行うことで、自分の専門にと
らわれることのない学びを実現できる人材を育成します。
※COIL：オンライン国際協働学習

05未来農業のスペシャリストを育成
未来農業に貢献できる
領域横断型人材育成プログラム（FARM)

未来農業は、生産過程に加えて、
流通・消費などを含めた「次世代６
次産業」を体現するものであるた

め、海外協定校において食料生産から流通・販売ビジネ
スまで含めた未来農業を理解でき、これらの共同事業に
貢献できる人材を育成します。

06農学＋工学のイノベーション人材を育成
植物環境イノベーションプログラム（CAPE）

植物環境に関わる産業は、第6次産業に
第4次産業も加わり進化することが予測
できるため、中国・韓国の3大学と連携
し、園芸学(農学)と工学の両方の領域に
長けた、植物環境のイノベーションを企
画・提案・実施できる人材を育成します。

07中米と未来の生活を考える！
ポスト・アーバン・リビング・イノベーション・プログラム（PULI）

日本の学生がメキシコやパナ
マの学生とともに世界の都市

圏が抱える課題を考え、未来の快適な都市を創造するプ
ログラムです。本学における学習と、海外学生との日本及
び中米でのグループディスカッション等を通して、グロー
バルな視点で課題解決ができる能力を養います。文系・
理系の人材が協働し、企業と同じプロセスでプログラム
を実施します。

08 ASEANで教育体験！
ツイン型学生派遣プログラム（TWINCLE)

教育学（部）研究科と他学（部）研究科
の学生がペアを組んでASEAN諸国を
訪問し、現地の高等学校で先生とな

り、本学で行われる先端科学研究や日本文化についての授
業・実験をすることにより、グローバルマインドを持った人材

（教員・研究者）を育成します。平成24-28年度事業に採択
され、中間、最終評価ともにASEAN諸国との架け橋となる
人材の育成事業として「S」評価を獲得しました。大学独自
の全学型プログラムとして1,000人を超える学生交流を実
現し、現在はオンライン交流プログラムも実施しています。

09日米欧でデザインを学ぶ！
大陸間デザイン教育プログラム（CODE）

欧州各国や米国など複数国へ留学し
て多角的にデザインを学び、派遣先大
学の特徴あるデザイン教育を通して
将来の産業を創成するグローバルな

デザイナーを育成します。早期卒業制度を用いて6年間（
学部3.5年+修士2.5年）の学修年限の中で1年間の留学を
行います。平成23-27年度事業に採択され、デザインに関
わる多様で高度な人材を育成する事業として中間、最終
評価ともに「S」評価を獲得しました。現在はデザインコー
スの独自プログラムとして実施しています。

教育・グローバル　　大学の世界展開力強化事業
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先進科学プログラムとは

先進科学プログラムは、高校２年修了後に大学に入学
（春入学）または高校３年９月から入学（秋入学）し、

早くから科学分野の専門的な勉強を進めることで、将
来、独創性の豊かな科学者・研究者になり、世界に羽
ばたく若者を育てるものです。プログラムでは１年次か
ら独自の授業を用意しており、選抜された学生は学部
学科でのカリキュラムに加えてこれらの授業を履修し
ます。卒業生たちは国内外の大学院で学び、研究機関
や民間企業で活躍しています。

7つの分野

・物理学関連分野
物理学は、自然現象の奥にある普遍的な法則を探る
学問です。対象は幅広く、素粒子や原子核といったミク
ロの世界から広大な宇宙空間にまで及びます。自然
科学の根幹をなす法則を深く理解し、研究者を目指す
学生のためのプログラムです。

・化学関連分野
化学は、日常生活で目にする素材から自然の中の生
命体に至るまで、物質や生命の成り立ちや働きを理解
するために、様々な物質の構造・性質及び物質相互の
反応を研究する学問で、本分野は化学の研究者を目
指す学生のためのプログラムです。

・生物学関連分野
生物学は、DNAやタンパク質を用いたミクロレベルの
内容から、細胞・個体、生物集団・環境・進化といった
マクロレベルの内容までを網羅し、生命の不思議を多

https://www.cfs.chiba-u.ac.jp/

卒業生
87名

千葉大学
大学院

33名

その他  ２名

就職  11名

総合研究大学院大学
３名

奈良先端科学技術
大学院大学

４名

大学編入  １名
（医科歯科大） 

その他の大学院  ５名
（東北大、筑波大、東工大、

電通大、名古屋大）  

京都大学
大学院

7名
東京大学

大学院
21名

教育・グローバル　　先進科学プログラム / 飛び入学 

〈文学部〉

〈理学部〉

〈工学部〉

〈園芸学部〉

〈情報・データ
サイエンス学部〉

〈卒業時の進路（令和6年3月末現在）〉 〈志願者数と合格者の推移（令和6年3月20日現在）〉

元的に理解する学問です。生物学先進クラスでは、1年
次から最新の研究にふれるプログラムを通して、将来
の研究者を養成します。

・工学関連分野
工学の多様な研究領域で、これまでにない新分野を
開拓できる研究者や技術者を養成するプログラムで
す。その分野は、建築学、都市工学、デザイン、機械工
学、医工学、電気電子工学、物質科学、共生応用化学
と多岐に渡ります。

・情報・データサイエンス関連分野

データサイエンスの基礎およびその応用・展開力、さ
らにはデータサイエンスを支える情報工学技術等を
幅広く学ぶことによって、データ分析を通して社会課
題を解決するデータサイエンス人材やデータサイエン
スの深化を担う研究者・技術者を育成します。

・植物生命科学関連分野
植物生命科学は、植物や微生物などの生命現象や関
連する物質の構造や機能を分子レベルで探求する学
問です。植物などの生物資源や関連する生体分子を
対象として、生命現象のメカニズムや生体分子の機能
を化学的・生物学的手法を用いて解明します。

・人間科学関連分野
人間の心や社会・文化を自然科学の手法で学びます。

「自分はなぜ人間なのか?」という哲学的な問題を、
情報処理の観点から理解したり、物を見て解釈する仕
組みを目や脳の機能と関係づけて解明したりするな
ど、新しい科学を対象とします。
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次世代対応型医療人育成と「治療学」拠点創成のた
めの亥鼻キャンパス高機能化構想

持続可能で、より良い世界を目指す国際目標とし
て、2015年に国連サミットで「持続可能な開発目標

（SDGs：Sustainable Development Goals）」が設定さ
れました。ここで掲げられた17のゴールの中には、「全
ての人に健康と福祉を（ゴール③）」という保健課題と、

「質の高い教育をみんなに（ゴール④）」という教育課
題が含まれています。医療系3学部を有する千葉大学で
は、このようなニーズに指導者として対応できる医療人

（医師、看護師・保健師・助産師、薬剤師、研究者など）
を育成し、社会の期待に応えていくことが急務となって
います。このような状況を踏まえ、亥鼻キャンパスでは、

「治療学」という新しい学問領域：「予防、診断のみなら
ず治療の理論及び新規治療法の開発を系統的に研究
し、グローバルな実践展開をはかる学問」の推進を最
重要課題として高機能化を図ることとしています。
千葉大学は医療系3学部（医学・薬学・看護学）と附属
病院が一つのキャンパスに結集した唯一の国立大学で
あるうえ、災害から人々の健康を守る災害治療学研究
所が2021年に設置され、さらに2023年3月には災害治
療学研究棟が竣工したという特徴を生かし、亥鼻キャ
ンパスでは、未来医療教育研究機構を司令塔として、
医療関連課題のSDGsの達成を目指し、医療イノベーシ
ョン創出とグローバル化に対応するための教育研究組
織改革及びガバナンス改革を強力に加速し、次世代の
多様なニーズに応える医療人育成機能強化を果たすと
ともに、全学に改革を展開します。

全国の医療系大学を先導する亥鼻IPE

亥鼻IPEは、2007年に看護学部・医学部・薬学部の3学部
が連携・協働して始まった専門職連携教育プログラムで
す。2017年からは工学部医工学コースの学生も受講対
象に加わり、４学部の必修科目として運営しています。
現在、IPEは全国の医療系大学に広がりを見せていま
す。亥鼻IPEは日本のIPEを先導し、多くの実績を積み
上げてきました。2015年からは亥鼻キャンパス高機能
化構想に組み込まれ、専門職連携教育研究センター
を拠点として活動しています。ここでは、他の専門職と
連携・協働し、患者やサービス利用者を中心とした診
療・ケアを行う自律した医療組織人を育成しています。
本プログラムは、医学部附属病院や近隣の病院、地域
の診療所、調剤薬局、訪問看護ステーション、障害者
施設などの協力を得て、連携協働体験学習を実施し
ています。この取り組みは、高機能化が進展する亥鼻
キャンパスにおいて、専門職同士が信頼関係を構築
し、より良い医療を提供するための人材を輩出するこ
とに貢献しています。2023年度までに合計3468名が
亥鼻IPEの全ての必修科目（Step14までの段階的プロ
グラム）を受講しました。

災害治療学研究所

子どものこころの
発達教育研究センター

1年生 : グループワーク

教育・グローバル　　亥鼻キャンパス高機能化構想と亥鼻IPE
https://mirai-kikou.chiba-u.jp/ ・ https://www.n.chiba-u.jp/iperc/

03  特色
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コミュニティ・イノベーションオフィス（OCI）の概要

OCIは、千葉大学において地域活性化・地方創生に関

する教育・研究とあわせて、社会実装に向けたプロジ

ェクトを推進しています。特に教育分野では、地域PBL

型の授業科目を通じて地域人材を育成しているほか、

台湾をはじめとした海外交流協定校と連携した教育

プログラムを通じて、国際連携も強めています。

県内自治体、地域企業等との地域連携事業

包括連携を締結している県内の横芝光町、長柄町、南

房総市、芝山町を中心に、自治体、地域企業、公的機

関等からの受託研究を進めています。研究のテーマ

は、地域産業の振興、観光、健康、移住定住など多岐

にわたり、地域活性化に向けた課題解決に学生が挑

戦するうえでも生かされています。2018年からは、地

域活性化のための研究成果活用型ベンチャー「ミライ

ノラボ」を創設し、学生が地域で継続的に活動するた

めの基盤づくりについても多方面で進めています。

ローカル・イノベーション学による地域人材育成

地域課題解決のための幅広い教養と判断力を総合的

に学ぶ全学副専攻プログラム「ローカル・イノベーショ

ン学」を運営しています。学生の年次ごとに地域と関

わる度合いを変える「グラデーション定着学習」を導入

し、副専攻を修了した学生は地域の産業振興や地域

志向のプロフェッショナルとして、公務員、コンサルタン

ト、研究者等のキャリアに近づくことができます。さら

に、OCI内のインキュベーション機能を活用し、まちづく

り会社やNPOなどでのアントレプレナーとしての活躍

へといざないます。

千葉の地域から国際連携への展開

千葉大学の目指すグローバル人材育成と連動し、台

湾をはじめとした海外交流協定校との国際志向型教

育実践への取組を始めました。その一環で、千葉大学

の学生が台湾の大学に留学し、地域課題解決に取組

みながら、地方創生の推進や持続化の地域づくりを

実践的に学ぶ科目を開講しています。2021年度には、

日本の4大学（千葉大学、高知大学、信州大学、龍谷大

学）と台湾の6大学（国立暨南国際大学、国立成功大

学、国立中山大学、東海大学、国立高雄科技大学、国

立台湾海洋大学）が地方創生に協働して取組む「日台

大学地方連携及び社会実践連盟」を発足しました。

これらにより、今後も、ローカルとグローバルの融合に

よる地域活性化・地方創生の取組をより一層推進して

いきます。

社会貢献・経営　　コミュニティ・イノベーションオフィス
https://cocp.chiba-u.jp/

南房総市での地域資源の調査

オフグリッド可搬空間EcoCabinを使った地域活性研究（長柄町）

台湾での協働学習における現地視察・インタビュー
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本学では、国際未来教育基幹キャビネット高等教育セ
ンター高大連携部、高大連携支援室、次世代才能支
援室を中心にして、高大連携・高大接続に関する様々
な活動を行っています。

高校生理科研究発表会

高校生理科研究発表会は、高校生の理科（物理・化
学・生物・地学）、数学・情報に関する先進的かつ創造
的な研究活動とその発表を支援する目的で実施して
います。平成19年度から本学が主催しており、令和5年
度で17回目の開催となりました。この発表会は、高校
生が日頃の研究活動の成果を発表する絶好の機会に
なっています。

応募校数、発表件数、発表生徒数は、第1回の27校、72
件、218名から年々増加し、第13回には、67校、385
件、878名に達しました。招待者や一般参加者を含め
た総数は1000名を超え、国内を代表する大きな発表
会に成長しています。
第14回、第15回はコロナ禍のためオンラインで開催
し、第16回は対面にて口頭発表をするとともに、発表
動画資料をオンライン上に掲示するハイブリッド型に
て実施しました。第17回はコロナ禍以前のポスター発
表の形式で実施し、全国から49校、305件671名の応
募がありました。

未来の世界を創造する研究人財の養成
ASCENT-6E

予測不可能な未来を切り拓くことのできる課題解決
型科学技術人財の養成を目的として、令和2年度か
ら、高校生に大学レベルの高度な研究指導を行うAS-
CENTプログラムを実施し、文部科学大臣表彰受賞者
など優秀な学生を多数輩出してきました。令和6年度、
国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）が実施す
る「次世代科学技術チャレンジプログラム（STELLAプ
ログラム）」に、本学が提案した企画「【ASCENT-6E】: 
Six Evolutions – Encourage, Enrich, Endeavor, 
Educe, Embody, Expand – of ASCENT program」が
採択されました。ASCENT-6Eでは、ASCENTプログラム
をはじめ、本学の長年にわたる高大連携や飛び入学の
実績を活用しつつ、データサイエンス教育やアントレプ
レナー教育を強化することにより、未来の世界を創造
する研究人財の養成に継続して取り組んでいきます。

社会貢献・経営　　高大連携・高大接続に関する取り組み

会場風景：千葉大学体育館（令和5年度：第17回）

03  特色
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https://kankyo-iso.chiba-u.jp/

社会貢献・経営　　環境ISO

世界に認められた学生主体の環境への取り組み

01 環境マネジメントシステムの国際規格の認証取得

千葉大学は、環境マネジメントシステム（EMS）の

国際規格であるISO14001を2005年に取得して以

来、地域社会に開かれた形でEMSを運用していく

ことを「環境・エネルギー方針」の柱の１つとして

掲げています。さらに、EMSを学生主体で運用す

ることを教育の一環としており、2003年に設立さ

れた「環境ISO学生委員会」が、学内・地域社会で

EMSや様々な環境に関する活動とともに、持続可

能な開発目標（SDGs）に貢献するための活動を

積極的に行っています。

02「環境ISO学生委員会」が主体となって大学のシステムを構築・運用

学生委員会は、「環境マネジメントシステム実習」の受講生で構成され、毎年200名以上の学生（1～3年生）が活

動しています。学生たちはISO運用に欠かせない内部監査や基礎研修などの中核業務に携わっているほか、20以

上の班やプロジェクトに分かれ、環境やSDGsに

関する啓発活動、教育活動、緑化美化活動、サス

テナビリティレポートの編集などを行っています。

委員会では学生自らが立案し、企画書を書き、仲

間と共に実行し、結果を振り返り、報告書にまと

め、次に活かすという、実務の基本を学びながら

実践しています。3年間活動すると「千葉大学環境

エネルギーマネジメント実務士」の資格が大学か

ら与えられ、就職活動でも活用できます。この学

生主体の取り組みが世界的にも評価され、数々

の賞を受賞しました。

03 企業との連携プロジェクトによるSDGs 活動と人材育成

近年は、株式会社京葉銀行や株式会社ZOZOを

はじめ、複数の民間企業や自治体と協同したプ

ロジェクトを多数展開しており、地域の子どもた

ちに対する環境教育や企業向けセミナー、自然

保護活動、大規模な環境イベントの開催、海外の

大学との交流など、活動の幅が大きく広がってい

ます。

全学部の学生が所属する学生団体

環境ISO内部監査において監査を行う学生委員

千葉大学×京葉銀行ecoプロジェクト
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ダイバーシティ推進部門が実施する事業・支援

ダイバーシティ推進のための啓発活動として、差別や
偏見につながる無意識のバイアスについて学ぶセミナ
ーや、育児や介護に役立つセミナー（病児ケア勉強会、
介護に役立つセミナー）等を開催・紹介しています。ま
た、本学教職員のワーク・ライフ・バランスを支援する
ため、各種制度（ベビーシッター利用料補助制度、病
後児保育支援制度、研究支援要員配置制度）を設け、
育児や介護中でも活躍できる環境を整備しています。
また、女性が気軽に利用できる専用休憩室や、育児、

介護、ジェンダー、
ダイバーシティ等
に関する書籍を揃
えた資料ライブラ
リーを整 備し、希
望者に貸出を行っ
ています。

グローバル・ダイバーシティ研究者育成事業の概要

令和2年度に、文部科学省科学技術人材育成費補助
事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先
端型）」に選定されました。6年間の事業として、若手研

究者や女性研究者のグローバル
な研究活動を促進する支援制度
を新設・拡充し、優秀な女性研究
者の上位職へのキャリアパスを
保証する仕組みづくりを進めてい
ます。Webサイトやニューズレター
では最新情報を発信しています。

千葉大学DEIB宣言・基本方針の制定に向けて

さらなる多様性（Diversity）・公正性（Equity）・包摂性
（Inclusion）を推進し、帰属感（Belonging）を感じら

れる大学コミュニティを育むため、千葉大学DEIB宣
言・基本方針の制定に向けた取り組みを始めていま
す。取り組みのひとつとして、千葉大学マスコットキャ
ラクターDEIBバージョンを作成しました。

事業運営体制（下図）

グローバル・ダイバーシティ研究者育成事業は、学長
のリーダーシップのもと、ダイバーシティ推進部門が
中心となって、学内関係機関と連携しながら取り組み
を進めています。取り組みの成果は、外部評価委員の
評価を受けるとともに、女性研究者活躍促進に賛同
する大学等が参加する「全国ダイバーシティネットワ
ーク」や、千葉県内や近隣地域の研究機関等により構
成されている「ダイバーシティCHIBA研究環境促進コ
ンソーシアム」を通じて、学外にも発信していきます。

社会貢献・経営　　ダイバーシティ推進の取り組み
https://www.gakuzyutsu.chiba-u.jp/

※DEIB…Diversity, Equity, Inclusion and Belonging

千 葉 大 学 は D E I B を 推 進 し ま す ！

グローバル・ダイバーシティ研究者育成プログラム　

運営基盤機構 ダイバーシティ推進部門
教職員WLB支援

育児・介護セミナー
WLB認証・表彰制度

女性研究者研究支援

研究支援要員配置制度
英文校閲経費支援

学長

ダイバーシティ先端型

女性研究者の共同研究促進
研究ネットワーク拡大

連携 協力

外部評価委員 ダイバーシティCHIBA 研究環境促進コンソーシアム

全国ダイバーシティネットワーク

連携評価

ダイバーシティ運営会議：理事（議長）＋副学長（ダイバーシティ推進部門長）＋部局長

人事課・労務課・国際企画課・教育企画課 基金室・千葉大学基金

女性専用休憩室
（西千葉キャンパス 国際教育センター1F） 千葉大学マスコットキャラクターDEIBバージョン

03  特色

令和3年度発行
千葉大学研究者ロールモデル集
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SDIが設置されたKX（Knowledge Xchange）ビル

04.1組織・施設の整備

情報・データサイエンス学部／学府を設置

令和６年４月、新たに

情報・データサイエン

ス学部／学府を設置

しました。

私たちが目 指すべき

社会実現のため、高度に発展した情報技術を活用し

て、社会全体の様々なデータ（ビッグデータ）を収集・

分析し、的確で迅速な意思決定を行うことが、政策決

定から企業の経営戦略策定、さらには日常生活に至

る社会のあらゆる場面において求められています。そ

の一方で、国内の情報技術の活用状況は諸外国に比

較して立ち遅れており、データ分析を根拠とした戦略

策定や意思決定を支援するデータサイエンス人材の

育成が急務とされています。

情報・データサイエンス学部／学府は、千葉大学全体

の広範な専門分野との緊密な連携のもと、データ分

ソーシャル・デザイン・インスティテュートの設置

2024年4月1日、ソーシャル・デザイン・インスティテュ

ート（Social Design Institute、略称SDI）が発足しま

した。本研究機関は国際共同研究センターとして、タ

イ王国のKing Mongkut’s  University of Technology 

Thonburi（KMUTT）と共同でバンコクに設置した日

本―タイ初の共同研究機関で、ソーシャル・デザイン

の研究としては唯一無二の機関です。SDIはグランド・

デザインを提案することで、新しいソリューションを実

現する研究機関であり、同時に、千葉大学バンコクキ

ャンパスとして

も 機 能 する も

のです。

析を通して現象の本質を明らかにする専門性（データ

サイエンス力）、データの収集・処理・分析を担う情報

工学に係る専門性（データエンジニアリング力），デー

タサイエンスを社会に応用して価値創造を図る専門

性（データサイエンス展開力）を涵養するカリキュラム

を提供し、もってSociety 5.0の実現を担う実践的デー

タサイエンス人材や、データサイエンスにおけるイノ

ベーションを先導しうる研究者・技術者の育成に寄与

します。

オミクス・ビッグデータを活用したヘルスケア拠点
「健康疾患オミクスセンター」を開設

令和5年10月1日、健康疾患オミクスセンターを設置し

ました。千葉大学が所有する疾患・未病に関する膨大

な医科学データ、環境衛生学データ、生体リソースを

多階層データとして系統的に取得・活用し、疾患状態・

健康状態を科学的・社会実践的に解き明かすセンター

です。我々の生体は健康な日常社会においても常に環

境ストレスに曝され、生体はエピゲノム応答、細胞間・

組織間クロストークをしながら生存しています。健康

生活の中で蓄積する多次元のオミクス異常と疾患リス

クを解明する健康疾患科学のハブとして研究開発と

人材育成を行いヘルスケアの社会実装を目指します。

CHIBA UNIVERSITY 202432



千葉大学ビジョンに基づく「西千葉well-beingリサーチパーク」

西千葉well-beingリサーチパークは、千葉大学ビジョン「Chiba University Aspirations」の下、一人ひとりの多様

な幸せ（well-being）が実現できる社会の構築を目指し、地域連携・産学連携、スタートアップや実証実験、研究の

強化・活性化に資する場（パーク）となることを目指して、以下のコンセプトに基づき整備を進めます。

◎イノベーション・コモンズの実現を先導

西千葉キャンパス、なかでも地域連携・産学

連携ゾーンは、学術・研究の場であるととも

に、学術と産業と地域社会（住民）が緩やか

につながり、共創の拠点（イノベーション・コ

モンズ）となることが期待される。「西千葉

well-beingリサーチパーク」は、その核となり

実現を先導する。

◎�産学民が連携する西千葉リビングラボを牽引する拠点を形成

西千葉に集う学生や研究者、企業人、住民といった多様な人々が、それ

ぞれの立場で社会課題を発見し問題を解決するアイデアを考え、実現

するために既存の枠を飛び超えて連携して、西千葉をフィールドに新し

い価値観やライフスタイル、サービスを生み出す活動を「西千葉リビン

グラボ」と名付け、リサーチパークはそのハブとなり取組を牽引する。

◎まちにひらかれたキャンパスを形成

キャンパスを貫く軸となる南北のアカデミックモールに

加えて、東西のグリーンモールを整備し、豊かな居場所

を創り出して、西千葉で展開される多様な研究領域を横

断する交流づくりを促進する。西千葉well-beingリサー

チパークを起点に、まちと駅前を隔てていたキャンパス

を開き、西千葉エリアの学術・産業・地域社会（住民）が

有機的に連携する場として再生する。

整備を機に創出されるグリーンモールやキャンパスパーク等で形成されるグリーンサーキットが、３つの主体を結

び付け、駅とキャンパスと隣地開発の一体的な空間を形成します。

運動場ゾーン

サービスゾーン

附属学校ゾーン

教育研究ゾーン

交流ゾーン
交流ゾーン

共同利用ゾーン

地域連携

産学連携

ゾーン

運動場ゾーン

サービスゾーン

附属学校ゾーン

教育研究ゾーン

交流ゾーン
交流ゾーン

共同利用ゾーン

地域連携

産学連携

ゾーン

運動場ゾーン

サービスゾーン

附属学校ゾーン

教育研究ゾーン

交流ゾーン
交流ゾーン

共同利用ゾーン

地域連携

産学連携

ゾーン

運動場ゾーン

サービスゾーン

附属学校ゾーン

教育研究ゾーン

交流ゾーン
交流ゾーン

共同利用ゾーン

地域連携

産学連携

ゾーン

Concept book 表紙（リサーチパーク位置）

西千葉キャンパス将来ゾーニング

整備コンセプト図

西千葉well-beingリサーチパーク整備の基本的な考え方

3304  組織    施設



組織図（運営組織） 令和６年７月１日現在

04.2組織図

千葉大学のガバナンス体制

学長は、経営と教育研究の双方について最終的な判断を行う権限と責任を有しており、理事がその職務を補佐し

て業務を掌理しています。また、副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどっています。

監事は、業務を監査し、役員に不正行為や法令違反等があると認めるときは、学長、学長選考・監察会議及び文

部科学大臣に報告します。

経営協議会は委員の過半数を学外者で構成し、経営に関する重要事項を、教育研究評議会は学内者で構成し、

教育研究に関する重要事項を、経営戦略会議は役員と副学長で構成し、経営戦略に関する重要事項を審議する

機関として、学長の意思決定を支えています。

なお、重要事項の決定は、学長と理事で構成する役員会の議を経る必要があります。

また、経営戦略の実施組織として基幹・機構・本部が置かれています。

総務課｜人事課｜労務課｜情報企画課

企画政策課｜渉外企画課

教育企画課｜学生支援課｜就職支援課
入試課｜国際企画課｜留学生課

研究推進課｜産学連携課
研究適正化・安全推進室

経営基盤強化推進チーム

利用支援企画課｜学術コンテンツ課

総務課｜経営企画課｜研究推進課
管理課｜医事課｜医療サービス課

財務企画課｜経理課

松戸地区事務課

総務課｜管理企画課
研究推進課｜学務課

人社系総務課｜理工系総務課
教員養成系総務・学務課

財務課｜研究推進課
人社系学務課｜理工系学務課

地方創生戦略研究教育推進センター

学術研究・イノベーション
推進機構 学術研究・イノベーション戦略企画本部

経営戦略基幹

運営基盤機構

総合安全衛生管理機構

人文社会科学系教育
研究機構

自然科学系教育
研究機構

未来医療教育
研究機構

広報戦略本部

国際高等研究基幹

理事

監事

経営協議会

役員会

教育研究評議会

経営戦略会議

監査室 副学長

国際未来教育基幹

大学戦略室｜ＩＲ戦略室

海外キャンパス戦略室

研究基盤支援部｜産学官連携推進部 
知財・技術移転部｜スタートアップ・ラボ
リスクマネジメント部 

サイエンスパークセンター｜知識集約型共同研究拠点

未来医療教育研究戦略室｜イノベーション推進室
千葉大みらい医療基金室

情報戦略機構
データサイエンス部門｜データセキュリティ部門
データマネジメント部門｜データサービス部門

広報戦略室

NEXT Decennium
研究戦略推進本部

危機管理部門｜大学評価部門
ダイバーシティ推進部門｜アラムナイ部門
キャンパス整備企画部門

運営基盤戦略室

高等教育センター｜全学教育センター
英語教育開発センター｜国際教育センター
スマートラーニングセンター｜学生支援センター
入試センター｜（アカデミック・リンク・センター）

全方位イノベーション創発センター

国際未来教育基幹キャビネット

教員人事・危機管理｜運営基盤・情報｜研究｜教育・国際
総務・財務・施設｜法務｜経営・基金

医学部附属病院
監査委員会

学長企画室

事務局長

西千葉地区事務部

総務部

役員

学長

企画部

財務部

研究推進部

学務部

施設企画課｜建築環境課
設備環境課｜亥鼻施設課

施設環境部

亥鼻地区事務部

松戸地区事務部

柏の葉地区事務部柏の葉地区事務課

墨田地区事務部

附属図書館事務部

医学部附属病院事務部

墨田地区事務課

グローバル・キャンパス
推進基幹
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文理混合の視点から、
地球規模の課題解決へ

国際教養学部
１学科

計
は か

算りきれない
人間の心と

行いを探
は か

知る

文学部
１学科４コース

変転めまぐるしい社会を
法、経済、経営、会計、政治、

政策から理解する

法政経学部
１学科４コース

自己を知り、世界を知り、自己

と世界の関係について学ぶこ

と。自分の生きていく方向や

自分を託す世界の進み方、自

己と世界との関係の作り方を

模索することが文学部の目標

です。人 間という計
は か

算り尽く

せない存在を、行動、社会、歴

史、言語、文化、芸術などの諸

側面について様々な視点や方

法を用いて学問的に追究し、

探
は か

知ろうとするのが私たちの

学問なのです。

文学部は４つのコースからな

り、深い専門性を究めるとと

もに、横断的に人文科学の諸

分野を幅広く学ぶことができ

ます。

そうした学問的な営みを通じ

て、狭い学問領域にとらわれ

ない人文科学的素養を持ち、

独創的発信力を持って社会に

貢献できる人材の育成を目指

しています。

人文学科

行動科学コース
歴史学コース
日本・ユーラシア文化コース 
国際言語文化学コース

法政経学部は、「社会諸科学

の総合」を体現する、日本では

他にあまり例のないユニーク

な複合学部です。グローバル

化や情報化と、それに対抗す

る動きが激しくせめぎあう日

本と国際社会について、その

実態と諸問題を客観的に観

察・分析し、結果に基づいた説

得力ある政策を立案・実行で

きる人間を育成することを目

標としています。この目標を

実現するため、法政経学部は

１学科４コース制（法学、経済

学、経営・会計系、政治学・政

策学）をとっています。学生は、

自らの所属コースで専門性を

深めると同時に、他の３コース

で自由度の高い受講科目選

択を行い、社会科学各分野での

「開かれた高度な専門性」を

修得することができます。

法政経学科

法学コース
経済学コース
経営・会計系コース
政治学・政策学コース

国際教養学科

国際教養学部は文理混合の

視点からイシューベース（課

題発見型）の学びと発信力を

磨く教育を特徴としています。

この世界で生起しているさま

ざまな課題をグローバルな視

点から解決することを目指し

ています。文理混合の視点か

ら、人文社会科学、自然科学、

生命科学のすべての領域につ

いてその基礎を学び、課題解

決に役立てます。そのために

必要な、知識・技能・方法を身

に付け、国内外のフィールドで

実践的な解決を模索して社会

に貢献します。

国際教養学部は、広い視野と

好奇心をもち、地球規模の課

題解決に取り組む熱意を持っ

た人 材の育 成を目 指してい

ます。多様な種類の海外体験

や留学を重視した独自のカリ

キュラム、そして徹底した少人

数教育と学修支援を通じて、

国際社会に貢献できる方法を

学んでいきます。

学部 04.3
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学ぶ楽しさを伝える
教育者の育成

教育学部
１課程７コース

新しい発想と探究心を
友とし、自然界の未知なる

分野を拓こう

理学部
５学科１６学科目

工学は
豊かな人間社会の

構築を目指す実践の学問

工学部
１学科８コース

多種多様な
データを駆使して

社会的課題解決の実践

情報・データ
サイエンス学部

１学科２コース

小学校
コース

国語科選修、社会科選修、
算数科選修、理科選修、教
育学選修、教育心理学選
修、ものづくり選修

小中
専門教科
コース

音 楽 科 教 育 分 野、図 画 工
作・美術科教育分野、保健
体育科教育分野、家庭科教
育分野

中学校
コース

国語科教育分野、社会科教
育分野、数学科教育分野、
理 科 教 育 分 野、技 術 科 教
育分野

英語教育コース

特別支援教育コース

乳幼児教育コース

養護教諭コース

数学・情報
数理学科

代数、幾何、基礎解析、応
用解析、確率・統計、
情報数理

物理学科
素粒子宇宙物理学、
量子多体系物理学、
凝縮系物理学

化学科
基盤物質化学、
機能物質化学

生物学科
分子細胞生物学、
多様性生物学

地球科学科
地球内部科学、
地球表層科学、
環境リモートセンシング

自然科学の根底をなす基礎科

学の重要性はますますの高ま

りを見せています。そんな基礎

科学を担う理学部には５つの

学科があり、宇宙・地球・生命・

分子・原子・原子核・素粒子お

よび数学・情報数理学に関す

る活発な研究と教育活動を実

践しています。「私たちがまだ

知らない自然界の不思議」を

見つけ出し、真理を解き明か

す能力を備えた人材の育成を

目指しています。

教育学部は、教育界において
幅広く活躍できる指導的な教
員の養成を主な目的としてお
り、多彩な専門分野からなるス
タッフが教育者の育成に力を
注いでいます。学生はコース・
分野・選修に分かれて専門性
を磨き、現代的な教育課題へ
対処できる力を身に付けるべ
く日常の学習を進めながら、教
育実習や学校インターンシップ
等を通して現場での経験を積
みます。４年間の総括として自
らの教育実践を振り返りなが
ら、卒業論文・卒業制作・卒業
演奏に取り組みます。

総合工学科

建築学コース
都市工学コース
デザインコース
機械工学コース
医工学コース
電気電子工学コース
物質科学コース
共生応用化学コース

情 報・デ ータ 
サイエンス学科

データサイエンスコース
情報工学コース

現代社会では、豊かな暮らし

を目指して効率性や利便性を

追求するだけでなく、人と環境

にやさしい配慮も求められて

います。工学部では、工学教育

の伝統的な専門性を尊重しな

がらも、その枠を越えて互いの

連携・融合を図ることにより、

常に、広範な社会的要請に応

えられる専門教育システムの

確立に努めています。「なぜ」

を問い、「何をなすべきか」を

考え、「いかにして」を構想して

実践できる工学技術者・研究

者の育成を目指します。

情報技術の急速な進化によ

り、データを根拠とした戦略的

な意思決定を支援するデータ

サイエンスが世の中を大きく

変えようとしています。

情報・データサイエンス学部

は、データ分析を通して、デー

タに潜む情報、法則、関連性な

どを導き出す「データサイエン

ス力」、データを収集・加工・分

析するための工学技術全般に

関わる専門性である「データ

エンジニアリング力」、データ

サイエンスを社会に応用する

ための専門性である「データ

サイエンス展開力」を涵養する

カリキュラムを通して、データ

サイエンスを駆使して社会課

題の真因を突き止め、その解

決策を立案・実行できる人材、

及びデータサイエンスを支え・

実現する情報工学技術を深く

理解し、データサイエンスの深

化・高度化を図る人材を養成

します。

学校教員養成課程
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園芸学科
栽培・育種学、生物生産
環境学

応用生命
化学科

応用生命化学

緑地
環境学科

環境造園学、緑地科学、
環境健康学

食料資源
経済学科

食料資源経済学

園芸学部は「食と緑」の総合学

府として、園芸植物資源の生

産・利用に関わる先端的バイ

オテクノロジー、環境負荷を低

減する資源・エネルギーの効率

的な利用、人と自然が共生す

る環境の保全・再生とランドス

ケープの創造、医学と福祉へ

の植物の利用、園芸関連産業

の経営・マーケティングと政策

などの分野で、これからの社会

づくりに貢献し、国際的に活躍

できる人材を育成しています。

また、一般的な農学部とは異

なるユニークな学部として、

人文社会科学にも広く領域を

拡げ、常に時代が求めている

最先端を包含するよう、幅広

い分野について教育・研究を

行っています。

医学科

医学部は150年の歴史の中で

基礎医学や臨床医学分野の研

究や診療に優れた業績を数多

くあげており、日本・世界の医

学をリードする幾多の指導的な

臨床医・研究者を輩出してきま

した。最先端の基礎医学研究

の成果を新しい治療法の開発

に結び付ける「治療学」の研究

に力を入れており、最新の治療

法や病める者の目線に立って

医療を患者さんに届けることの

できる優秀な臨床医の育成を

目指しています。将来の国際的

な活躍にも対応するため、海外

で実習を行う実践的プログラ

ムも準備しています。2021年４

月には、新棟が完成し、新たな

歴史の一歩を踏み出しました。

同じ亥鼻キャンパスに看護学

部と薬学部が存在するメリット

を活かしたチーム医療の推進、

社会のニーズに対応した地域

医療への貢献、グローバルに

通用する能力を持った医師の

養成に力を入れています。

薬学科

薬科学科

薬学は化学物質を介して、生

命、健康及び環境について総

合的に研究する自然科学の一

分野です。薬学部では、６年制

の薬学科と４年制の薬科学科

の２学科制を採用しています

が、両学科共に高い研究力を

持ち指導的立場でグローバル

に活躍できる化学物質の専門

家を育成することを目指して

います。生命現象の物質的基

盤を科学的に明らかにするこ

と、革新的な医薬品を創成す

ること、医療や環境の諸問題

に対し指導的役割を果たす化

学物質の専門家を養成するこ

とを目的とし、化学物質に関連

する事柄を幅広く学びます。こ

れからも難治性疾患、新興・再

興感染症、食の安全、環境汚染

など、解決していかなければな

らない医療や環境上の諸問題

に取り組んでいきます。なお、６

年制の卒業生は薬剤師国家試

験の受験資格が得られます。

看護学科

本学部は、国立大学唯一の看

護 学 部です。看 護 学とは、一

人ひとりの意思を尊重し、健

康かつ安寧な生活を送ること

ができるように、看護専門職者

（看護師、保健師、助産師）が

より善い支援を行うための理

論的根拠や方法を追究する学

問です。

本学部では、個々人と家族を

支援することにとどまらず、地

域社会やグローバル社会の質

の向上に看護専門職者として

寄与するための基礎的能力を

育成しています。さらに看護実

践と研究の往還に取り組むこ

とのできる教育研究者や高度

看護実践者の育成に向けて、

大学院看護学研究科の教育

目標に連動するよう、各学年

で看護研究について学修しま

す。社会や医療・福祉の状況

が大きく変化する中での複雑

な課題解決に向けて、専門職

連携実践の能力育成にも重

点をおいています。

食と緑の
総合学府

園芸学部
４学科７プログラム

begin. continue

医学部
１学科

生命を科学し、
薬を創成し、

化学物質の専門家を養成する

薬学部
２学科

ナース・サイエンティストを
育成する

看護学部
１学科
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大学院 04.4

大学院人文公共学府は、千葉

大学における人文・社会科学

研究の拠点として、公共学的

視 点（学際性・国際性・実践

性・社会性）を身に付けるカリ

キュラムを通じ、社会的課題

の発見力と解決力、社会との

対話力・発信力、多様な課題

に対応できる実践力を育成し、

「次世代型グローバル人材」

を養成します。博士前期課程

では、特筆すべき点として人文

科学専攻には、学修支援専門

員を育成する大学教育・学修

支援コースを、公共社会科学

専攻には、英語コースのEco-

nomics in Englishコースを設

置しています。博士後期課程

は一専攻とし、人社融合の研

究を促進しています。

専門法務研究科は、法曹養成

に特化した教育を行う標準修

業年限３年の専門職大学院

で、一般に法科大学院と呼ば

れています。本研究科は高度

な専門知識と柔軟な思考力を

修得した、常に生活者の視点

を忘れない「心」ある法曹を養

成することを目的としていま

す。基本を重視したカリキュラ

ムでは、法的専門知識を少人

数・双方向の授業形式で学ぶ

ことができます。また、経験豊

かな弁護士・検察官・裁判官と

いった実務家教員が教育を担

うとともに、千葉県弁護士会

の協力の下、すべての学生に

弁護士事務所で実習する機会

を提供しています。なお、令和2

年には、千葉大学法政経学部

のほか、明治学院大学法学部

および鹿児島大学法文学部と

連携協定を締結し、これら各

学部の法曹コースを修了した

者は、本研究科2年コースの特

別入試を受験できるようにし

ました。

博士前期課程  ２専攻６コース
― �人文科学専攻 : 基盤文化、多文化共

生、大学教育･学修支援

― �公共社会科学専攻 : 公共学、経済経

営科学、Economics in English

博士後期課程  １専攻３コース
― �人文公共学専攻 : 人文科学、公共学、

社会科学

専門職学位課程
― �法務専攻

修士課程  １専攻５系
― �学校教育学専攻 : 教育発達支援系､

横断型授業づくり系、言語・社会系､

理数・技術系､芸術・体育系

専門職学位課程（教職大学院）
― �高度教職実践専攻

人文公共学府 専門法務研究科 教育学研究科

教育学研究科は、学部におけ

る一般的並びに専門的教育

を基礎とし、広い視野に立って

精深な学識を授け、教育の理

論・実践を創造的に推進し得

る人材を育成することを目的

としています。学校教育学専

攻では、教育の諸問題を科学

的・実践的視点から捉え、学際

的なアプローチで問題に的確

に対応できる人材の育成を目

指すとともに、教育の現場と

教育学との架橋を図ることも

目指しています。高度教育実

践専攻では、社会や学校現場

の変化に伴う課題を幅広い視

点から捉え対応できる指導力

や、課題に対して教職員等の

集団を機能的かつ効果的に対

応させるマネジメント力を高

めるために3つの分野を設け、

それぞれの領域についての高

い専門性を持つ人材の育成を

目指しています。

既存の枠組みを超えた
革新的な人文公共学研究の

構築を目指す

現役法曹等による少人数
教育で、高度な専門知識と

柔軟な思考力を持つ
法曹を養成

教育問題を多角的に捉え､
教育現場のリーダーとして
挑戦的に取り組むことの

できる人材を育成する
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博士前期課程
1専攻 3コース10領域・2プログラム
― �環境園芸学専攻：園芸科学コース

（栽培・育種学、生物生産環境学、
応用生命化学、食料資源経済学）、ラ
ンドスケープ学コース（環境造園計
画学、環境造園デザイン学、環境造
園管理学、緑地環境システム学、緑
地環境資源学、環境健康学）、国際
環境園芸学コース（園芸科学プログ
ラム、ランドスケープ学プログラム）

博士後期課程
1専攻 3コース10領域・2プログラム
― �環境園芸学専攻：園芸科学コース

（栽培・育種学、生物生産環境学、
応用生命化学、食料資源経済学）、ラ
ンドスケープ学コース（環境造園計
画学、環境造園デザイン学、環境造
園管理学、緑地環境システム学、緑
地環境資源学、環境健康学）、国際
環境園芸学コース（園芸科学プログ
ラム、ランドスケープ学プログラム）

後期3年博士課程
― �情報・データサイエンス専攻

日本唯一の園芸学
研究科として、文理融合的
アプローチによる学際的な

教育・研究を実施

Society5.0の実現を担う
データサイエンスの

技術者育成

園芸学研究科情報・データ
サイエンス学府

園芸学研究科は、前期２年・後

期３年の博士課程の独立研究

科です。「園芸」と「ランドスケー

プ」を専門領域とする日本唯

一の園芸学研究科として、食

料資源に関する課題や健康・

福祉を含む、広範囲な環境科

学に関する園芸学領域の専門

分野の深化はもとより、自然・

社会・人文科学を含む文理融

合的なアプローチによって、学

際的に幅広い視野から教育・

研究を行っています。本研究科

の博士前期課程を修了した者

には修士の学位が、また、博士

後期課程を修了した者には博

士の学位がそれぞれ授与され

ます。

情報・データサイエンス学府

は、総合大学である千葉大学

がカバーする幅広い専門分野

との緊密な連携のもと、多様

なバックグラウンドを持った人

材を受け入れ、実社会のデー

タに触れることのできる学際

研究教育環境において、情報・

データサイエンス分野のイノ

ベーションを先導する人材を

養成します。この目的のため、

データサイエンスの実践分野

としての展開の期待が高く、千

葉大学の強みとして実績のあ

る３つのカテゴリー、「医療・看

護」、「環境・園芸」、「人間・感

性」の専門科目群に加え、デー

タサイエンスの基幹的技術を

カバーする専門科目群からな

る実践的なカリキュラムを通

して、高度情報・データサイエ

ンス教育を展開します。

融合理工学府は、理学および

工学分野において、両者を俯

瞰し協奏を誘起できる幅広い

学識と深い専門性、問題解決

能力を有する高度専門人材あ

るいは先導的･指導的研究者

を養成することを目的として

います。この目的を達成するた

めに、理学から工学にわたる

5専攻の下に17のコースを置

き、専門教育を行っています。

さらに専攻単位での横断的教

育や学府全体としてのキャリ

ア教育・イノベーション教育の

実施など理工系大学院共通

教育の充実も図り、高い専門

性と広い視野を涵養します。

修士課程  ２専攻
― �医科学専攻

― �総合薬品科学専攻

４年博士課程  ２専攻
― �先端医学薬学専攻：革新医療創生

CHIBA卓越大学院、免疫システム調節

治療学推進リーダー養成プログラム

― �先進予防医学共同専攻

後期３年博士課程  １専攻
― �先端創薬科学専攻

世界をリードする
生命科学の

研究者・医師・薬剤師の養成

医学薬学府

医学薬学府は、医学研究科と

薬学研究科を改組して設立さ

れた全国で初めての医学・薬

学融合型大学院教育組織で

す。本学府では医学研究院・薬

学研究院・附属病院・真菌医

学研究センター・予防医学セ

ンターなどの教員に加え、理

化学研究所、量子科学技術研

究開発機構、千葉県がんセン

ター、産業技術総合研究所、

かずさDNA研究所、国立環境

研究所、医薬品医療機器総合

機構（PMDA）あるいは武田薬

品工業株式会社といった連携

講座から優 れた教授陣を迎

え、世界の新しい医療の開発

と発展に貢献すべく、生命科

学の革新的な研究を担う研究

者、医薬品・医療機器などの

研究開発を目指す人材、医療

の高度化に対応できる医師・

薬剤師を養成することを目的

としています。

博士前期課程  5専攻17コース
― �数学情報科学専攻 : 数学・情報数理

学コース、情報科学コース
― �地球環境科学専攻 : 地球科学コー

ス、リモートセンシングコース、都市
環境システムコース

― �先進理化学専攻 : 物理学コース、物
質科学コース、化学コース、共生応
用化学コース、生物学コース、量子
生命科学コース

― �創成工学専攻 : 建築学コース、イメ
ージング科学コース、デザインコース

― �基幹工学専攻 : 機械工学コース、
医工学コース、電気電子工学コース

博士後期課程  5専攻15コース
― �数学情報科学専攻 : 数学・情報数理

学コース
― �地球環境科学専攻 : 地球科学コー

ス、リモートセンシングコース、都市
環境システムコース

― �先進理化学専攻 : 物理学コース、物
質科学コース、化学コース、共生応
用化学コース、生物学コース、量子
生命科学コース

― �創成工学専攻 : 建築学コース、デザ
インコース

― �基幹工学専攻 : 機械工学コース、
医工学コース、電気電子工学コース

理学と工学の
協奏的教育による

高度な理工系人材の育成

融合理工学府
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全国初の学位プログラムで
学際研究を推進する

教員養成系大学に設置された
日本ではじめての博士後期課程

博士課程  １専攻９講座
― �学校教育学専攻：教育構造論、教

育方法論、発達支援、言語文化系教

育、社会系教育、自然系教育、芸術

系教育、健康・スポーツ系教育、生

活・技術系教育

修士課程 子どものこころの問題に科学的な視点で
対処できる人材育成の教育研究拠点

２年制博士前期課程
３年制博士後期課程
１専攻５講座

�こころの発達神経科学講座（大阪

校）／こころの相互認知科学講座

（金沢校）／こころの発達健康科学

講座（浜松校）／こころの認知行動

科学講座（千葉校）／こころの形成

発達科学講座（福井校）

東京学芸大学
大学院連合学校
教育学研究科

連合小児発達学
研究科

本研究科は大学における教員

養成の充実と学校教育の発展

を目指して、我が国ではじめ

て教員養成系大学・学部に設

置された博士課程であり、東

京学芸大学・埼玉大学・千葉

大学・横浜国立大学を母体と

して構成される後期３年のみ

の課程からなる独立研究科で

す。研究の中心は教科教育学

の発展を主な目標とし、学校

教育の主要部分である各教科

教育の目的・内容・方法等の

研究を高度化し、さらに学校

教育の場面で生じている課題

の解決を目指した現実的な研

究を活性化させ、学校教育の

より一層の充実に結びつく研

究を展開することを目標とし

ています。

５つの国立大学（大阪大学・金

沢大学・浜松医科大学・千葉

大学・福井大学）が連携した、

２年制の博士前期課程、３年

制の博士後期課程の大学院で

す。千葉校は、こころの認知行

動科学講座に、認知行動療法

学、メンタルヘルス支援学、認

知行動脳科学の３つの研究領

域を有し、子どものこころの発

達教育研究センターの教員が

指導します。心理学、教育学、

医学、保健学、福祉学、脳科

学、情報科学などの新しい学

際領域で子どものこころの問

題に対して科学的な視点で対

処できる人材を育成します。認

知行動療法を中心に、対人援

助教育を含めたメンタルヘル

スの向上を目指す実践的な研

究を推進しています。

総合国際学位
プログラム

総合国際学位プログラムは、

グローバルな諸課題を解決す

るために、社会課題と学術知

を結合する高度な能力を有す

る人材を育成することを目的

として、令和2年4月に、全国で

初の研究科等連係課程実施

基本組織として設置されまし

た。本プログラムは人文公共

学府と融合理工学府との緊密

な連係及び協力のもと、教育

課程を実施します。

本プログラムでは、既存の学

問領域を超え、分野を横断し

て問題の解決を目指した知識

生産を行うトランスディシプリ

ナリーな教育・研究を展開し、

自主的・自律的に研究計画を

立案するセルフ・デザインド・

メジャー（自己設計専攻）等

を特徴としています。

中 心 的 な学 問 分 野としては

現在、（1）移民・難民研究、（2）

科学技術社会論、（3）環境科

学といった越境的・横断的な

探求課題が設定されています

が、今後はさらに身体論や認

知科学など、新たな分野が加

わる予定です。

博士前期課程  １専攻２コース
― �看護学専攻：看護学コース、看護実

践学コース

博士後期課程  １専攻
― �看護学専攻 

実践と研究の往還を
グローバルに展開する
教育研究者と高度看護
実践者の育成を目指す

看護学研究科

大学院看護学研究科は日本

において最大規模であり、教

育研究者、高度看護実践者、

看護管理者としてキャリアアッ

プするために様々な学びの機

会を提供しています。総合大学

千葉大学で、しかも最大規模

の看護学研究科で学ぶという

ことは、学際的なネットワーク

が得られることを意味します。

博士前期課程は、看護学コー

スと看護実践学コースから成

り立ち、さらに看護実践学コー

スは、看護管理学、高度看護

実践学（小児看護・がん看護

専門看護師認定試験受験に

必要な単位を取得できます）、

特定看護学の３つのプログラ

ムで構成されます。コースやプ

ログラムを超えて、大学院生が

共に学ぶ共通基盤科目が多

数開講されています。

博士後期課程では、看護学の

教育研究者としてグローバル

に活躍するための能力を育成

しています。災害看護副専攻

プログラムを学修することも

できます。
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共同利用教育研究施設 04.5

環境リモートセンシング研究センター※1 https://ceres.chiba-u.jp/

真菌医学研究センター※1 http://www.pf.chiba-u.ac.jp/

アカデミック・リンク・センター※2 https://alc.chiba-u.jp/

共用機器センター http://www.cac.chiba-u.ac.jp/

先進科学センター https://www.cfs.chiba-u.ac.jp/

ソーシャル・デザイン・インスティテュート https://socialdesigninitiative.studio.site/g_home_j

グローバル関係融合研究センター https://www.chiba-u.ac.jp/crsgc/

海洋バイオシステム研究センター　銚子実験場 http://marine.biosystems.chiba-u.jp/

ソフト分子活性化研究センター
　　千葉ヨウ素資源イノベーションセンター

https://smarc.chiba-u.jp/

https://ciric.chiba-u.jp/

ハドロン宇宙国際研究センター http://www.icehap.chiba-u.jp/

分子キラリティー研究センター https://www.tp.chiba-u.jp/MCRC/

デザイン・リサーチ・インスティテュート http://www.dri.chiba-u.jp/

フロンティア医工学センター https://www.cfme.chiba-u.jp/

環境健康フィールド科学センター http://www.fc.chiba-u.jp/

　　都市環境園芸農場（柏の葉）　/　森林環境園芸農場（沼田）

バイオメディカル研究センター https://www.m.chiba-u.ac.jp/dept/biomed/

社会精神保健教育研究センター https://www.m.chiba-u.ac.jp/dept/shakai/

予防医学センター https://cpms.chiba-u.jp/

未来医療教育研究センター https://www.m.chiba-u.ac.jp/dept/edu_mirai/

再生治療学研究センター https://www.m.chiba-u.ac.jp/class/saiseichiryo/

子どものこころの発達教育研究センター https://www.cocoro.chiba-u.jp/

災害治療学研究所 https://www.ridm.chiba-u.jp/

健康疾患オミクスセンター https://hadoc.chiba-u.jp/index.html

植物分子科学研究センター https://www.p.chiba-u.jp/phytochemical/

データサイエンスコア

アイソトープ実験施設 https://ric.chiba-u.jp/

※1　学校教育法施行規則第143条の3第2項に定める共同利用・共同研究拠点
※2　学校教育法施行規則第143条の2第2項に定める教育関係共同利用拠点
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未来粘膜ワクチン研究開発シナジー拠点

未来粘膜ワクチン研究開発シナジー拠点 https://csimva.chiba-u.jp/

教育学部附属 教員養成開発センター

工学部附属 創造工学センター https://www.f-eng.chiba-u.jp/souzou/

医学薬学府附属 薬用資源教育研究センター

理学研究院附属 膜タンパク質研究センター https://mprc.chiba-u.jp/

工学研究院附属 次世代モビリティパワーソース研究センター https://mpsrc.chiba-u.jp/

インテリジェント飛行センター https://caiv.chiba-u.jp/

園芸学研究院附属 宇宙園芸研究センター https://www.space-chiba-u.jp/

医学研究院附属 クリニカル・スキルズ・センター https://www.ho.chiba-u.ac.jp/ccsc/

法医学教育研究センター https://www.m.chiba-u.ac.jp/class/houi/

超高齢社会研究センター

国際粘膜免疫・アレルギー治療学研究センター

治療学人工知能（ＡＩ）研究センター https://www.caist.m.chiba-u.jp/

動物実験施設

看護学研究院附属 看護実践・教育・研究共創センター※ https://www.n.chiba-u.jp/center/

専門職連携教育研究センター https://www.n.chiba-u.jp/iperc/

※　学校教育法施行規則第143条の2第2項に定める教育関係共同利用拠点

04.6

04.7学部等附属の教育研究施設
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アクティブ・ラーニング・スペース

デジタル・スカラシップ

アカデミック・リンクとは、生涯学び続ける基礎的な

能力と知識活用能力を持つ「考える学生」、および深

い専門性と俯瞰的思考力を備えた「知のプロフェッ

ショナル」の育成を目標とした、教育・学習のための

コンセプトです。附属図書館／アカデミック・リンク・

センターは、静寂空間だけでなく議論や発表のでき

るエリアなど多様な学習環境を備え、紙や電子によ

る教材やコンテンツ、そして学生の学びへの人的な

サポートを行っています。さらに、デジタルリソースを

活用した学術的活動を支援する情報資源の提供や、

大学院生向けセミナーや英語の論文等に関する個

別相談などの支援を実施し、学士課程から大学院課

https://alc.chiba-u.jp/

アカデミック・リンク・センター / 附属図書館 04.8

程までを一貫して支える教育基盤構築に向けて、千

葉大学における教育・学習支援機能の強化・拡充を

行っています。さらに令和元年11月には、附属図書

館松戸分館の増改築により、松戸キャンパスでも「ア

カデミック・リンク」の本格的な展開を開始しました。

アカデミック・リンク・センターは、平成27年7月に教

育関係共同利用拠点として認定されました。同拠

点で実施する履修証明プログラムは、令和元年度よ

り文部科学大臣認定「職業実践力養成プログラム」

(BP)にも認定され、これからの大学に必要とされる

新たな専門的職員としての教育・学修支援専門職の

確立と養成を行います。

アクティブ・ラーニング・スペース

学生の皆さんが、様々な資料、
コ ンテンツ、情 報 通 信 技 術、
あるいは学習を支援する人々

（教 員、図 書 館 員、学 生）を最
大限活用しながら、グループや
個人で学習を行うのにふさわ
しい場、自らの学習の成果を
公表する場を提供します。

デジタル・スカラシップ

デジタルコンテンツを活用した
研究、教育、学習を実現するた
めの支援と学術コミュニケー
ションのデジタル化に重点を置
き、「千葉大学学術リソースコレ
クション：c-arc」や「千葉大学の
本棚：cu-Books」による千葉大
学の持つ学術リソースの提供
や研究成果の発信、デジタルコ
ンテンツの利用環境整備を行
います。

リサーチ＆ラーニング・コモンズ

学 部 生や大 学 院 生 の 皆さん
が 各 自 の 興 味・関 心・学 習
ニーズにあわせて選択できる

「 スキ ル 向 上 の た め の 支 援
プログラム（Encourage YOUR 
Research!）」を、講 義・実 習 形
式のセミナー、個別学習相談、
オンライン教材など多様な形
式で提供し、学びの高度化を支
援します。

目的

考える学生の創造と知のプロフェッショナルの育成
「生涯学び続ける基礎的な能力」

「知識活用能力」を持つ学生の育成 リサーチ＆ラーニング・コモンズ
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医学部附属病院

組織 （2024年４月１日現在）

診療科
消化器内科 肝胆膵外科 リハビリテーション科

血液内科 乳腺外科 精神神経科

腎臓内科 呼吸器外科 脳神経外科

アレルギー・膠原病内科 麻酔・疼痛・緩和医療科 脳神経内科

糖尿病・代謝・内分泌内科 泌尿器科 婦人科

循環器内科 救急科 産科

呼吸器内科 整形外科 小児科

和漢診療科 眼科 小児外科

感染症内科 皮膚科 放射線科

腫瘍内科 耳鼻咽喉・頭頸部外科 病理診断科

心臓血管外科 歯科・顎・口腔外科 総合診療科

食道・胃腸外科 形成・美容外科

中央診療施設等
検査部 臨床工学センター 認知行動療法センター

手術部 臨床腫瘍部 ブレストセンター

放射線部 遺伝子診療部 造血細胞移植センター

材料部 認知症疾患医療センター 画像診断センター

人工腎臓部 アレルギーセンター スポーツメディクスセンター

集中治療部 周術期管理センター 救命救急センター

輸血・細胞療法部 高齢者医療センター ハートセンター

冠動脈疾患治療部 糖尿病コンプリケーションセンター 痛みセンター

病理部 緩和ケアセンター 超音波センター

内視鏡センター 包括的脳卒中センター コロナワクチンセンター

リハビリテーション部 周産母子センター クオリティ・マネジメント・センター

こどものこころ診療部 肺高血圧症センター リプロダクション支援センター

企画情報部 国際医療センター 移行期医療支援センター

医療安全管理部 がんゲノムセンター 医師キャリア支援センター

感染制御部 メドテック・リンクセンター 千葉県肝疾患相談センター

臨床試験部 データセンター 未来粘膜ワクチン研究開発センター

患者支援部 東洋医学センター 薬剤部

臨床栄養部 成田赤十字病院肺がん治療センター 看護部

総合医療教育研修センター 病院経営管理学研究センター 事務部
東金九十九里地域臨床教育センター

（東千葉メディカルセンター内） 浦安リハビリテーション教育センター 病院長企画室

未来開拓センター スタッフケアセンター

概要 （2024年５月１日現在）

病床数 850床 診療報酬稼動額（2023年度） 43,229百万円

医師 / 歯科医師 1,025人 外来紹介患者数（2023年度） 19,819人

看護師等 1,266人 新入院患者数（2023年度） 20,713人

医療技術職員 344人 平均在院日数（2023年度） 10.7日

亥鼻キャンパスに位置する医学部附

属病院の理念は、人間の尊厳と先

進医療の調和を目指し、臨床医学の

発展と次世代を担う医療人の育成

に努めることです。

04.9
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妊娠を希望するカップルにワンストップの診療を提供
リプロダクション支援センター

2024年4月1日、妊娠を希望するカップルに高度な生

殖医療の提供をめざしたリプロダクション支援セン

ターを設置しました。婦人科・産科医、泌尿器科医、看

護師、胚培養士などが所属し、不妊治療方針の相談、

薬物療法や人工授精などの一般不妊治療の実施、体

外受精や顕微鏡授精などの生殖補助医療の実施、が

んサバイバーに対する妊孕性温存療法の実施などを

行っています。

センターが設置されることにより、婦人科・産科での

診療中に男性パートナーの精査が必要になった場

合、カップルとして診療を進めることが容易となり、シ

ームレスな治療を提供することができます。また、男

性・女性の双方に不妊の原因がある場合、センターと

して診療情報を共有することにより、より適切な治療

を提供できるようになります。

（左から）泌尿器科  市川智彦教授と
リプロダクション支援センター長  甲賀かをり教授

プレコンセプション外来では妊娠を望みつつ、不安もある方にカウンセリングを
行っています

インドネシア政府系７病院の医師23名が視察しました！

インドネシア政府系の7病院から医師ら23名が当院を

視察しました。このうち、ワヒディン・スディロフソド病

院は、2022年12月に教育や研究などの分野で当院と

協定を締結して以降、初めての公式訪問となります。

当院の横手幸太郎病院長（当時）や鈴木拓児国際医

療センター長（当時）、濱田洋通小児科長、中野泰至

小児科助教らと、将来の医療協力の構想について活

発な意見交換を行ったあと、外来や病棟、検査エリア

を見学しました。

院内ツアーで眼科外来を案内する馬場隆之眼科長

新たに大鳥精司病院長が就任しました

横手幸太郎前病院長が千葉大学長に就任することを

受け、病院長候補者の選出を行い、複数の候補者の中

から、大鳥新病院長が選出されました。4月1日に就任

した新病院長のもと新たな体制で、より良い医療の提

供ができるよう、尽力してまいります。

大鳥病院長のコメント

「質の高い医療を提供し、関連病院との連携を深め

ながら、皆様の健康増進に寄与してまいります。どうぞ

よろしくお願いいたします。」
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医師セミナーで地域医療に貢献！
院内外の医師がESDを体験

地域医療に貢献できるドクターの育成を目的に、内

視鏡センター主催でESDハンズオンセミナーを開催

しました。ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術）とは、2㎜

程度のナイフで早期がんを薄く剥いでいく技術です。

セミナーには院内外の医師20名が参加し、特別講演

やシミュレーターを使用した講習を受講しました。

看護師をめざす高校生が実際の現場で
看護体験

看護師をめざす県内高校3年生を対象に「ふれあい看

護体験」を実施しました。病棟で、実際に看護師が働く

姿を見学、その後に看護師指導の下、脈拍測定や聴診

の仕方などを体験しました。

看護師に包帯の巻き方を教わる高校生たちブタの臓器を使ってシミュレーション講習を行いました
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教育学部附属学校 04.10

教育学部附属幼稚園　http://kdg.e.chiba-u.jp/

創立121周年を迎える歴史ある幼稚園です。教育目標「うごく」「かん
じる」「かんがえる」のもと、日々の保育を「子どもを主人公とした物
語」ととらえ、子どもが主体的に取り組む保育を実践しています。近
年は、子どもたちの声を大切にしながら、子どもと教師が一緒に行
事や遊びを考える「対話的な保育」を目指しています。園庭は広々と
しており、運動会のできる広場や「どんぐり山」「夢の森」「サツマイモ
畑」などを有しています。子どもたちは四季折々の自然に触れたり、
手作りの挑戦遊具にチャレンジしたりしながらのびのびと遊んでいます。

教育学部附属小学校　https://www.el.chiba-u.jp/

昭和41年、附属第一小学校と附属第二小学校が統合され、千葉大
学教育学部附属小学校として開校しました。令和3年度は「ソニー
子ども科学教育プログラム」において「最優秀校」に選ばれ、令和4年

「子ども科学教育全国大会千葉大会」を開催。また、文部科学省か
ら、「実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラムに係る
実践研究」の委託を受け、実践と研究を展開しています。「図書室に
NOTジャケ借りコーナーをつくろう」の実践が、新聞18社に掲載・紹
介されるなど、地域に貢献する先進的な実践研究を行っています。

教育学部附属中学校　https://www.jr.chiba-u.jp/

昭和40年に附属第一、第二中学校が統合され、現在の西千葉地区
で教育学部附属中学校として発足しました。「自己理解・自己決定・
自己実現」という学校教育目標を掲げ、生徒の主体性を重んじた教
育活動を行っています。それは、生徒会を主催とする運動会、文化
祭、三年生を送る会によく現れており、様々な伝統も引き継がれてい
ます。また、附属学校の使命の1つである教育研究開発に熱心に取り
組んでおり、その成果を公開研究会等で発信しています。特に1人1
台のChromebook端末や生成AIの活用などのICT教育やグローバル教育の推進に力を入れています。

教育学部附属特別支援学校　http://yougo.e.chiba-u.jp/

昭和40年、附属小学校に特殊学級として開設され、昭和48年に附
属養護学校（現特別支援学校）として独立、開校しました。児童生徒
一人ひとりが主体的に取り組む学校生活を大事にし、自立した生活
ができることを目標とし、「遊びの指導」や「生活単元学習」、「作業学
習」などの各教科等を合わせた指導を教育課程の中心に据えて、知
的障害教育の実践や研究活動の推進に日々取り組んでいます。「令
和の教育的ニーズを踏まえた各教科等を合わせた指導」を研究テー
マとして、授業研究会や公開研究会等を行い、研究成果を発信しています。
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令和５事業年度決算

経常費用
＋

臨時損失

87,900

経常収益
＋

臨時利益
＋

前中期目標期間
繰越積立金取崩

85,761

当期総損失

2,139

令和6年3月31日における本学の財政状

態を示すもので、平成16年の法人化移

行時に国から引き継いだものも含めて、

すべての資産、負債及び純資産の状況を

表します。

令和5年4月1日から令和6年3月31日の本

学の事業規模を明らかにするもので、本

学の教育・研究等の業務運営に要した

費用、運営費交付金・自己収入等によ

る収益や利益の発生状況を表します。

資産

260,053

負債

86,763

純資産

173,290

現金及び預金

（内数）24,160 未処理損失

（内数）△2,139

貸借対照表 損益計算書 

01. 財務諸表ダイジェスト
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05.1

損益計算書により算定された当期未処理

損失の処理内容を表します。

前中期目標期間
繰越積立金取崩

2,139

未処理損失

2,139

損失の処理に
関する書類 

令和5年4月1日から令和6年3月31日にお

ける本学の資金の流れを、一定の活動

別に区分して表します。

支出

92,532 収入

93,273

資金増加額
741

キャッシュ・フロー
計算書 

（単位：百万円）
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借入金の年度別推移

（単位：億円）
資産の部 負債の部

固定資産
土地 1,285 (1,285) 長期繰延補助金等 31 (27)
建物等　※1 707 (769) 借入金　※3 363 (383)
備品 134 (127) 長期未払金 161 (158)
図書 48 (48) 寄附金債務 88 (84)
建設仮勘定 25 (5) 未払金 122 (135)
投資有価証券 16 (9) その他 104 (72)
その他 12 (11) 負債合計 868 (859)

流動資産
現金及び預金　※2 242 (274) 純資産の部
未収入金 105 (101) 資本金 1,488 (1,506)
有価証券 20 (33) 資本剰余金 89 (108)
棚卸資産 6 (6) 利益剰余金　※4 177 (80)
その他 2 (2) 当期未処分利益（当期未処理損失）※4 ∆21 (119)

純資産合計 1,733 (1,813)
資産合計 2,601 (2,672) 負債・純資産合計 2,601 (2,672)

・単位未満四捨五入のため、計が一致しない場合がある。

新規借入金額

（億円）（億円）

残　高

0

150

300

450

R5R4R3R2R1H30
0

50

100

150

R5R4R3R2R1H30

255
301

409 404 382 362

41

63

127

16
0 1

02. 貸借対照表の概要

1 貸借対照表

　貸借対照表は大学の財政状況を明らかにするものです。
　大学が所有する資産（教育・研究・診療活動等に必要な資源）と、その調達方法である負債（他人資本）及び
純資産（自己資本）が示されています。

○会計検査院の指摘対応による減価償却費修正等に伴い、建物等が減少しています。（※1）
○土地の譲渡に伴う大学改革支援・学位授与機構への納付等により現金及び預金が減少しています。（※2）
○附属病院再開発に伴う借入金の償還により、借入金が減少しています。（※3）
○文部科学大臣の承認による目的積立金が増加したため、利益剰余金が増加しています。
　また、会計検査院の指摘対応による減価償却費等の修正等により、当期未処理損失となっております。（※4）

(    )は令和４事業年度
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2 主要な有形固定資産の内訳

施設等取得額・老朽化比率の年度別推移

建物等
707

(33%)
土地
1,285
(59%)

備品
134
(6%)

図書
48

(2%)

R6.3.31
合 計

2,173億円

61万㎡の建物等を
有しています。

柏の葉柏の葉
101101

その他その他
9191

地区 面積

西千葉　　　25万㎡

亥　鼻　　　29万㎡

松　戸　　　  3万㎡

柏の葉　　　  1万㎡

その他　　　  3万㎡

合　計　　　61万㎡

西千葉西千葉
665665

119万㎡の土地を
有しています。

亥鼻亥鼻
277277松戸松戸

151151

地区 面積

西千葉　　　40万㎡

亥　鼻　　　26万㎡

松　戸　　　15万㎡

柏の葉　　　17万㎡

その他　　　21万㎡

合　計　　  119万㎡

建物等

備　品

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

R5R4R3R2R1H30H29H28H27H26H25H16

0

100

200

300

400

500

600

R5R4R3R2R1H30H29H28H27H26H25H16

(億円)

(億円)

《  》取得額　■帳簿価額　■減価償却累計額　◆老朽化比率

《  》取得額　■帳簿価額　■減価償却累計額　◆老朽化比率

《1,387》 《1,410》 《1,416》《1,381》

《995》《982》《975》《970》《963》《943》

《778》

《409》

376

34

294

330 369 407 441 478 513

549 597 641 709

484 612 595 564 534 504 482 833 790 769 707

39 131 130 105 100 99 91 75 118 130 127 134
24

230 270
301 334 308 328 357 384 407 409 445

8.3%

37,8% 35.0%
38.3% 42.0%

45.2% 48.7% 51.6%

39.8% 43.0% 45.5%
50.1%

38.1%

63.7% 67.5%
74.1% 77.0% 75.7% 78.5% 82.6%

76.6% 75.8% 76.3% 76.9%

《536》
《579》

《537》
《501》

《432》《418》《407》
《434》

《406》《400》
《361》

《63》
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03. 損益計算書の概要

1 損益計算書

　損益計算書は大学の運営状況を明らかにするものです。
　事業活動を行うためにかかった費用（教育・研究経費、診療経費等）とそれに充当した収益（運営費交付金
収益、学生納付金収益、附属病院収益等）を示しています。

（単位：億円）

(    )は令和４事業年度・単位未満四捨五入のため、計が一致しない場合がある。

○効率的な病床運用を行ったこと等に伴う稼働率の増加により、附属病院収益が増加しています。
　また、稼働率増加に伴う医薬品費や診療材料費等の影響により、診療経費が増加しています。（※１）
○新型コロナウイルス感染症対策事業補助金等の受入の減少により、機関補助金が減少しています。（※２）
○�令和4事業年度において、国立大学法人会計基準等の改訂による資産見返負債の廃止により、資産見返戻入益

が計上されたことから、臨時利益が減少しています。（※３）
○附属病院再開発事業により、目的積立金取崩等が増加しています。（※４）

経常費用 経常収益
教育経費 37 (36) 運営費交付金収益 182 (183)
研究経費　 47 (45) 学生納付金収益 98 (94)
診療経費　※1 326 (298) 附属病院収益　※1 431 (405)
教育研究支援経費 14 (15) 外部資金 83 (80)
受託研究費等 42 (42) 機関補助金　※2 34 (62)
人件費 372 (371) その他 11 (8)
一般管理費 24 (22)
その他 2 (3)

経常費用合計 864 (832) 経常収益合計 838 (832)
臨時損失 15 (5) 臨時利益　※3 1 (123)

目的積立金取崩等  ※4 19 (1)
計 879 (837) 計 839 (955)

当期総利益（損失） ∆21 (119)

令和5年度

864億円

平成16年度

459億円

人件費
264
(58%)

診療経費
114
(25%)

承継職員  237

承継職員以外  27

承継職員  225

承継職員以外  146
教育経費  16 (3%)

研究経費  31 (7%)

教育研究支援経費  5 (1%)

受託研究費等  11 (2%)

一般管理費  13 (3%)

その他  4 (1%)

診療経費
326
(38%)

人件費
372
(43%)

教育経費  37 (4%)

研究経費  47 (5%)

教育研究支援経費  14 (2%)

受託研究費等  42 (5%)

一般管理費  24 (3%)

その他  2 (0%)

2 主要な経常費用（シェア）の推移

52 CHIBA UNIVERSITY 2024



　平成16年度（国立大学法人化の初年度）と比べ、経常収益合計に占める運営費交付金収益のシェアが減少しています。
　その一方で、附属病院収益・外部資金等のシェアが増加しています。

3 主要な経常収益（シェア）の推移

運営費
交付金収益

182
(22%)

学生納付金
収益

98 (12%)

附属病院収益
431 (51%)

外部資金等  117 (14%)

その他  11 (1%)

外部資金等  24 (5%)

その他  17 (4%)

運営費
交付金収益

175
(38%)

87 (19%)

附属病院
収益
162
(35%)

一般運営費交付金  153 基幹運営費交付金  167

特殊要因等  22

学生納付金収益

特殊要因等  14

平成16年度

465億円

令和5年度

838億円
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△7 %
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04. セグメント別の状況

1 損益状況について（附属病院セグメントを除く）

経常費用 経常収益
教育経費 37 (36) 運営費交付金収益 158 (154)
研究経費 43 (40) 学生納付金収益 98 (94)
診療経費 0 (0) 附属病院収益 0 (0)
教育研究支援経費 14 (15) 外部資金 69 (64)
受託研究費等 32 (30) 機関補助金 22 (21)
人件費 200 (199) その他 8 (4)
一般管理費 19 (18)
その他 1 (2)

経常費用合計 346 (339) 経常収益合計 355 (338)
臨時損失 1 (2.3) 臨時利益 0 (116)

目的積立金取崩等 0 (0.6)
計 347 (342) 計 355 (454)

当期総利益（損失） 9 (113)

（単位：億円）

(    )は令和４事業年度・単位未満四捨五入のため、計が一致しない場合がある。

2 主要な経常費用（シェア）の推移（附属病院セグメントを除く）

その他  8 (2%)

運営費
交付金

収益
158
(45%)

学生納付金
収益

98 (28%)

外部資金等
91 (26%)

外部資金等  21 (8%) その他  10 (4%)

運営費
交付金

収益
149
(56%)87

(32%)

一般運営費交付金  131
特殊要因等  18

学生
納付金

収益

平成16年度

268億円

一般管理費  19 (5%) その他  1 (0%)

教育研究支援経費
14 (4%)

人件費
200
(58%)

教育経費
37(11%)
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43(12%)

受託研究費等  10 (4%)
一般管理費  13 (5%)
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(72%)

31 (12%)
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基幹運営費交付金  146

特殊要因等  12
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3 主要な経常収益（シェア）の推移（附属病院セグメントを除く）
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4

5

附属病院セグメントの損益状況について

セグメント別の損益状況について

経常費用 経常収益
教育経費 0.4 (0.5) 運営費交付金収益 24 (29)
研究経費 4 (5) 附属病院収益 431 (405)
診療経費 326 (298) 外部資金 14 (16)
受託研究費等 9 (11) 機関補助金 12 (41)
人件費 172 (173) その他 3 (4)
一般管理費 5 (4)
その他 1 (1)

経常費用合計 518 (492) 経常収益合計 483 (495)
臨時損失 15 (2.8) 臨時利益 1 (6.6)

目的積立金取崩等 19 -
計 533 (495) 計 503 (502)

当期総利益（損失） ∆30 (6)

（単位：億円）

(    )は令和４事業年度・単位未満四捨五入のため、計が一致しない場合がある。

各セグメントに属する主な部局等は以下のとおり
（理工学系センター等）　：環境健康フィールド科学センター、フロンティア医工学センター、先進科学センター、デザイン・リサーチ・インスティテュート
（生物科学系センター等）：バイオメディカル研究センター、予防医学センター、子どものこころの発達教育研究センター、災害治療学研究所
（共通施設等）　　　　　：附属図書館、情報戦略機構

○附属病院においては、対価を伴う業務により収益が計上されるため、企業会計と同様の会計処理を行います。
○�附属病院セグメントにおいては、効率的な病床運用を行ったこと等に伴う稼働率の増加により、附属病院収益

が増加しました。しかし、稼働率増加に伴う医薬品費や診療材料費等による診療経費の増加や、附属病院再開
発事業等により、当期総損失が約30億円となりました。

附属病院

（単位：億円）
【経常費用】 【経常収益】

【附属病院 経常費用】 【附属病院 経常収益】
（単位：億円）（単位：億円）

（単位：億円）

令和5事業年度決算額
（セグメント別）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 1000102030405060708090100

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500050100150200250300350400450500

国際学術研究院・国際教養学部

理工学系センター等

生物科学系センター等

共通施設等

真菌医学研究センター

環境リモートセンシング研究センター

附属学校

法人共通

人文科学研究院・文学部

社会科学研究院・法政経学部

教育学研究科・教育学部

理学研究院・理学部

看護学研究院・看護学部

工学研究院・工学部

園芸学研究院・園芸学部

医学研究院・医学部

薬学研究院・薬学部

人件費
教育経費
研究経費
教育研究支援経費
受託研究費等
一般管理費等

運営費交付金収益
学生納付金収益
受託研究等収益
寄附金収益
その他収益

9.4億円

12.2億円

19.0億円

22.8億円

22.1億円

58.1億円

19.3億円

52.4億円
12.6億円

10.2億円

13.4億円

16.7億円

4.2億円

3.2億円

3.0億円

7.7億円

68.0億円

483.4億円附属病院収益診療経費518.0億円

8.4億円

8.7億円

10.4億円

13.9億円

18.4億円

39.0億円

53.3億円

11.5億円

9.7億円

15.5億円

17.0億円
16.2億円

10.5億円

89.6億円

3.8億円

3.8億円

15.2億円
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1. 人件費比率【効率性】
R1 R2 R3 R4 R5

指標の内容【計算式】 項目

業務費に占める人件費の割合を示す指標で
あり、比率が低いほど効率性が高いとされ
ています。

【人件費÷業務費】

人件費比率 50.0% 50.0% 46.7% 46.0% 44.4%

人件費（病院除く） 19,027 19,533 19,753 19,852 19,963

人件費（病院） 15,469 16,135 16,628 17,272 17,219

業務費 68,967 71,403 77,852 80,655 83,769

2. 一般管理費比率【効率性】
R1 R2 R3 R4 R5

指標の内容【計算式】 項目

業務費に占める一般管理費の割合を示す指
標であり、比率が低いほど効率性が高いと
されています。

【一般管理費÷業務費】

一般管理費比率 2.5% 2.5% 2.4% 2.7% 2.8%

一般管理費 1,745 1,754 1,835 2,198 2,379

業務費 68,967 71,403 77,852 80,655 83,769

ーPOINTー
業務費全体の増加に比べ、人件費
は横ばいとなっており、人件費比
率はR4年度より1.6％減の44.4％
となりました。引き続き、業務の改
善や効率化を推進するとともに、
時間外勤務の削減等に取り組んで
まいります。

ーPOINTー
調達費用削減取組に関するコンサ
ルティング業務に伴う業務委託費
の増加や電気料の高騰、令和５年
度台風１３号災害応急復旧工事等
による修繕費の増加により、一般
管理費率はR4年度より0.1％増の
2.8％となりました。

05. 財務指標

　財務指標とは財政状態や運営状況を財務諸表の計数を用いて計算し数値化したものです。
　本学では、今後の大学運営の改善や取組の参考とするために、過去の実績値との比較分析を行っています。

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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3. 学生当教育経費【活動性】※ 3

R1 R2 R3 R4 R5
指標の内容【計算式】 項目

学生一人当たりの教育経費を示す指標であり、
この数値が高いほど学生一人当たりにかけら
れた教育経費が大きいことを示します。

【教育経費÷学生数】

学生当教育経費（千円） 209 226 250 264 274

教育経費（百万円） 2,933 3,125 3,429 3,603 3,746

学生数（人）※1 13,983 13,832 13,711 13,630 13,655

4. 教員当研究経費【活動性】※ 3
R1 R2 R3 R4 R5

指標の内容【計算式】 項目

教員一人当たりの研究経費を示す指標であり、
この数値が高いほど教員一人当たりが使用し
た研究経費が大きいことを示します。

【研究経費÷教員数】

教員当研究経費（千円） 2,707 2,700 4,239 3,264 3,492

研究経費（百万円） 3,629 3,618 5,680 4,495 4,700

教員数（人）※2 1,340 1,340 1,340 1,377 1,346

ーPOINTー
学 生 当 教 育 経 費 は 、看 護・医 薬
系 総 合 教 育 研 究 棟 西 側 屋 上 防
水等改修等による修繕費の増加
や、ENGINEプログラム等による外
国旅費の増加等により、教育経費
が増加したことから、R4年度より
10千円増の274千円となりました。
今後もより一層の教育環境の整
備・充実に努めてまいります。

ーPOINTー
教員当研究経費は、研究活動の活
発化により外国旅費等が増加した
ことから、R4年度より228千円増
の3,492千円となりました。引き続
き研究環境の整備・充実に努め、
研究経費の確保に取り組んでまい
ります。

※1　�学生当教育経費の学生数は、各事業年度の5月1日現在における学士課程、修士課程、博士課程、専門職
学位課程の在籍者の数としています。

※2　�教員当研究経費の教員数は、財務諸表附属明細書「役員及び教職員の給与の明細」における常勤の教員（任
期付き教員を含む）の数としています。

※3　「学生当教育経費」「教員当研究経費」は、それぞれ財務諸表上の教育経費、研究経費を学生数、教員数
で割ったものであり、教職員の人件費や一般管理費等は含まれていません。
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［人件費の見積り］期間中総額38,401百万円を支出する（退職手当は除く）。

（単位:百万円）

収入
93,208

自己収入

56,649運営費交付金

18,349

支出
93,208

業務費

74,216

附属病院収入

46,980

診療経費

48,856

教育研究経費

25,360

授業料、入学金及び
検定料収入

8,996

雑収入      673

産学連携等研究収入
　及び寄附金収入等   8,079

施設整備費補助金  3,913
補助金等収入  2,996

長期借入金収入  1,810

目的積立金取崩  1,017
引当金取崩       395

長期借入金償還金  2,459

施設整備費  5,723

産学連携等研究経費
及び寄附金事業費等 8,079

補助金等  2,731

自己収入
56,649

業務費
74,216

【支出】【収入】

令和６年度予算 05.2
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(IMO)

情報戦略
機構

約403,436㎡

工学･情報学系講義棟
（建設中）

（やよい保育園）

第    体育館

第    体育館

西千葉
well-being
リサーチパーク
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弓道場
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弓道場
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環境健康フィールド科学センター

（仮設）実験研究棟 （仮設）管理棟・
　農産品直売所

造園圃場

西門

北門

正門

柏の葉鍼灸院

薬草園

圃場

圃場

バイオ・健康オープン
イノベーション拠点（建設中）

環境健康フィールド科学センター

（仮設）実験研究棟 （仮設）管理棟・
　農産品直売所

造園圃場

西門

北門

正門

柏の葉鍼灸院

薬草園

圃場

圃場

バイオ・健康オープン
イノベーション拠点（建設中）

環境健康フィールド科学センター

（仮設）実験研究棟 （仮設）管理棟・
　農産品直売所

造園圃場

西門

北門

正門

柏の葉鍼灸院

薬草園

圃場

圃場

バイオ・健康オープン
イノベーション拠点（建設中）

環境健康フィールド科学センター

（仮設）実験研究棟 （仮設）管理棟・
　農産品直売所

造園圃場

西門

北門

正門

柏の葉鍼灸院

薬草園

圃場

圃場

バイオ・健康オープン
イノベーション拠点（建設中）

墨田区文花

TEL 03‒5655‒5611

約3,201㎡

墨田区文花

TEL 03‒5655‒5611

約3,201㎡

墨田区文花

TEL 03‒5655‒5611

約3,201㎡

墨田区文花

TEL 03‒5655‒5611

約3,201㎡
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環境健康フィールド科学センター

（仮設）実験研究棟 （仮設）管理棟・
　農産品直売所

造園圃場

西門

北門

正門

柏の葉鍼灸院

薬草園

圃場

圃場

バイオ・健康オープン
イノベーション拠点（建設中）

墨田区文花

TEL 03‒5655‒5611

約3,201㎡

西千葉キャンパス
国際教養学部、文学部、法政経学部、教育学部、理学部、工学部、情報・
データサイエンス学部

・JR総武線　西千葉駅　北口より徒歩2分（キャンパス南門）

・京成千葉線　みどり台駅より徒歩7分（キャンパス正門）

亥鼻（いのはな）キャンパス
医学部、薬学部、看護学部

・JR各線・京成千葉線　千葉駅　東口7番のバス乗り場より、京成バ

ス「千葉大学病院」行きまたは「南矢作」行きバスに約15分乗車、「千葉

大看護学部入口」または「千葉大医学部・薬学部入口」バス停で下車

・医学部附属病院へは、同バス「千葉大学病院」バス停で下車

松戸キャンパス
園芸学部

・JR常磐線・新京成線　松戸駅　東口より徒歩15分

・JR総武線　市川駅より京成バス「松戸営業所」又は「〈矢切経由〉松

戸駅」行きに約30分乗車、「小山」バス停で下車後、徒歩5分

柏の葉キャンパス
環境健康フィールド科学センター

・つくばエクスプレス　柏の葉キャンパス駅より徒歩5分

・JR常盤線・東武アーバンパークライン　柏駅　西口2番のバス乗

り場より、東武バスイースト「国立がん研究センター」又は「柏の葉キャ

ンパス駅西口」行きバスに約20分乗車、「柏の葉高校前」バス停で下車

後、徒歩8分

墨田サテライトキャンパス
デザイン・リサーチ・インスティテュート

・東武亀戸線　小村井駅より徒歩5分

・京成押上線・東京メトロ半蔵門線　押上駅より徒歩15分

・押上駅からバス利用の場合

　－都営バス：「青戸車庫前」行きバスに約7分乗車、「文花三丁目」バ

ス停で下車後、徒歩3分

　－京成バス：墨田区内循環バス乗り場「北東部ルート」に約8分乗車、

「緑と花の学習園／香取神社入口」バス停で下車後、徒歩1分

アクセス

渋谷

押上 小村井

国際教養学部、文学部、法政経学部、
教育学部、理学部、工学部、
情報・データサイエンス学部

医学部、薬学部、看護学部

墨田サテライトキャンパス
デザイン・リサーチ・インスティテュート

亀
戸

東京メトロ半蔵門線
東武亀戸線
東武アーバンパークライン

・備考  羽田空港から : 
東京モノレールでJR「浜松町」駅、JR山手線に乗換え「東京」駅・

「秋葉原」駅・「上野」駅を経由して、 各キャンパスへ

※電車・バス等の情報は令和6年7月現在のものです
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令和5年度も皆様からの温かいご支援とご協力を頂戴し、総額3億円を超えるご寄付を賜りました。
あらためて心より厚く御礼申し上げます。
皆様から頂いた寄付金は、大切に運用しながら本学の教育研究活動等に活用してまいります。
引き続きご支援をよろしくお願い申し上げます。

寄付
件数

寄付
総額

寄付メニューのご紹介

活動報告

大学に一任
幅広く教育研究活動事業に
活用させていただきます。

学生支援
修学支援（税額控除対象）
環境ISO学生委員会支援
学部支援、体育会ヨット部支援

研究支援
若手研究者支援（税額控除対象）
みらい医療研究支援

ご不明な点がございましたら、遠慮なくお問い合わせください。

FAX 043-284-2550 メール kikin@office.chiba-u.jp
ホーム
ページ http://kikin.chiba-u.ac.jp

住所 〒263-8522　千葉市稲毛区弥生町1-33

件 億 万円2,508 7,7273

千葉大学創立75周年記念事業募金
2024年、千葉大学は創立75周年を迎えます。
これを記念して、陸上グラウンドの整備事業を行っており、竣工は2024年9月末を
予定しています。
それ以降にいただいたご寄付については、学生の課外活動の施設等の維持管理に
活用させていただきます。

千葉大学基金のホームページにご寄付についての使途報告や感謝の声を掲載させていただいております。

お問い合わせ先 千葉大学基金室

千葉大みらい医療基金（医学研究の推進・医学教育の支援等）、その他を含む

お申し込み方法
クレジットカード
インターネットバンキングによるご寄付

千葉大学基金のホームページから
ご寄付をお願いいたします。

遺贈によるご寄付
遺贈によるご寄付も承っております。
詳しくは、千葉大学基金室（043-290-3902）までご相談ください。

千葉大学基金

銀行・郵便局からの振込をされる方は、メールまたはお電話にてご連絡ください。後ほど振込用紙を送付させていただきます。

令和５年度の
寄付実績

千葉大学基金は
「チャレンジを支え、人を育てる基金」です

千葉大学基金
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令和5年度も皆様からの温かいご支援とご協力を頂戴し、総額3億円を超えるご寄付を賜りました。
あらためて心より厚く御礼申し上げます。
皆様から頂いた寄付金は、大切に運用しながら本学の教育研究活動等に活用してまいります。
引き続きご支援をよろしくお願い申し上げます。

寄付
件数

寄付
総額

寄付メニューのご紹介

活動報告

大学に一任
幅広く教育研究活動事業に
活用させていただきます。

学生支援
修学支援（税額控除対象）
環境ISO学生委員会支援
学部支援、体育会ヨット部支援

研究支援
若手研究者支援（税額控除対象）
みらい医療研究支援

ご不明な点がございましたら、遠慮なくお問い合わせください。

FAX 043-284-2550 メール kikin@office.chiba-u.jp
ホーム
ページ http://kikin.chiba-u.ac.jp

住所 〒263-8522　千葉市稲毛区弥生町1-33

件 億 万円2,508 7,7273

千葉大学創立75周年記念事業募金
2024年、千葉大学は創立75周年を迎えます。
これを記念して、陸上グラウンドの整備事業を行っており、竣工は2024年9月末を
予定しています。
それ以降にいただいたご寄付については、学生の課外活動の施設等の維持管理に
活用させていただきます。

千葉大学基金のホームページにご寄付についての使途報告や感謝の声を掲載させていただいております。

お問い合わせ先 千葉大学基金室

千葉大みらい医療基金（医学研究の推進・医学教育の支援等）、その他を含む

お申し込み方法
クレジットカード
インターネットバンキングによるご寄付

千葉大学基金のホームページから
ご寄付をお願いいたします。

遺贈によるご寄付
遺贈によるご寄付も承っております。
詳しくは、千葉大学基金室（043-290-3902）までご相談ください。

千葉大学基金

銀行・郵便局からの振込をされる方は、メールまたはお電話にてご連絡ください。後ほど振込用紙を送付させていただきます。

令和５年度の
寄付実績

千葉大学基金は
「チャレンジを支え、人を育てる基金」です




